
自己紹介・問題に挑戦 自己紹介、他己紹介、検定概要、マナーについて、時間管理、問題2問に挑戦・解説、宿題Text P12～62必読

必要とされる資質 自己紹介(4人チームで行う)、マナーについて、ラーニングピラミッド、問題5問に挑戦・解説、小テスト

必要とされる資質・企業実務 自己紹介(4人チームで行う)、小テスト(問題5問・Text事例研究・他30問)→解説「予習　P135～145　敬語テスト範囲」

対人関係 メラビアンの法則、挨拶・訪問・来客対応・席次・電話・敬語、敬語テスト→解説、「復習　P90～132」

対人関係・技能 交際・情報・文書・会議、小テスト(3・4回で行った問題)→解説、「復習 P155～233」

記述問題 記述問題(Textから出題)→解説

検定直前対策 演習→解説×2回

体感演習 必要とされる資質（1）(行動・判断・表現力、時間・自己・健康管理)、問題30問→解説

体感演習 必要とされる資質（2）(チームで体感)、問題30問→解説

体感演習 企業実務（1）(仕事の受け方、与え方)、問題30問→解説

体感演習 企業実務（2）(仕事の受け方、与え方)、問題30問→解説

体感演習 対人関係・技能(クイズ形式)、問題30問→解説

体感演習 就活をイメージした身だしなみ・服装について(チェック)、クイズ形式にてチーム戦

考査直前対策 身だしなみ・服装、再チェック、演習問題

前期考査

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

教養Ⅰ 市丸聡子 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

授業内容

1

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、経営コンサルタンティング会社に10年勤務し、新規事業開発、企業向けマナー/営業研修、集客支援等の実績を踏まえ、

ビジネスの現場で必要なビジネス基礎を分かりやすく講義する

□ 授業科目の概要

ビジネスマンとして実務マナーの習得　「必要とされる資質」「企業実務」「対人関係」「技能」を学ぶ

ビジネス実務マナー検定3級・2級合格対策

2

3

□ 授業の計画

週 項目

8

9

6

7

4

5

14

15

12

13

10

11

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

ビジネス実務マナー検定　3級合格 試験80%　課題10%　出席状況・授業態度10%



　

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

　身に付け、スムーズに業界EXPOに参加できるようにする。 　減点する。

15 前期試験 昨年度の業界EXPO参加票をそのまま使って、自己PR欄を完成させる。いよいよ後期には業界EXPOがある
＝（就職活動が本格的に始まる）ことの動機付けにする。

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

・「過去の自分」をもとにした「自己PR」は完成させる。 ・業界EXPO参加票の最後の行まで記入できていれば100点。

14 身だしなみ講座＆就職情報サイト
登録

これから本格的に就職活動を行う上で必要となる「身だしなみ」について学ぶ。（挨拶や表情についても触れる）
さらにマイナビ、リクナビ等の就職情報サイトの登録を行い、後期に向けて活動がスムーズに進められるようにする。

・就職活動の準備段階で必要となる対外コミュニケーションスキルを 　そこから、出欠状況、授業に取り組む姿勢等を考慮し、学科判断で

12 質問力を高める 他学科・他部署の先生が時間を区切り、あるテーマで話をする。学生はチームで質問を考え、代表者が挙手の上、質問をしていく。
学生は、質問をするためしっかり話を聞き、メモを取って臨む。（人と話を変えて、複数講師も可。）

13 業界研究「職業・職種を知る」 自身が目指す（興味のある）業界・職種（人によっては具体的な企業）について調査し、各自でまとめて発表す
る。

10 ＜自己分析③＞
人の自己PRを聞いてみるⅠ

前回までに作成した「自己PR」「学生生活で頑張ったこと」「長所・短所」等を、数名のグループを作って一人ずつ発表する。人からの意見を聞くことで新た
な気付きがあったり、参考にできる部分は参考にする。また、発言を聞いている人は、発言者に必ず質問する。（そのため話をしっかり聞き、メモを取る。）

11 ＜自己分析④＞
人の自己PRを聞いてみるⅡ

前回までに作成した「自己PR」「学生生活で頑張ったこと」「長所・短所」等を、数名のグループを作って一人ずつ発表する。人からの意見を聞くことで新た
な気付きがあったり、参考にできる部分は参考にする。また、発言を聞いている人は、発言者に必ず質問する。（そのため話をしっかり聞き、メモを取る。）

8 ＜自己分析①＞
自己PRにつなげる 前回までに取り組んだことを活かして、「学生生活で頑張ったこと」「長所・短所」を考える。

9 ＜自己分析②＞
自己PRを作成する 前回までに取り組んだことを活かして、「自己PR」を完成させる。

6 対外コミュニケーション① 対外コミュニケーションで必要となることを、例を挙げて解説。ロールプレイングを含めても良い。（例：「会社説明会
に参加する」⇒入口でコートは脱ぐ、説明会の聞き方、メモは、質問は、終了後は、など）

7 対外コミュニケーション② 対外コミュニケーションで必要となる、採用担当者への文章の書き方やメール作成の仕方を考える。

4 自己理解 「自分史シート」「I　am　シート」を作成し、自身の強みを知り、なぜそれが身に付いたかを掘り下げて考える。

5 キャリアプランニング 「将来デザインシート」「目標設定シート」を作成し、自身のざっくりとした将来像を考え、そのために必要なもの、今からできることを考える。そこで出てくること
が想定されるものが、第5回以降の授業で学ぶ内容とリンクしていく。

2 学校を知る・学科を知る 学校の特長や学科の各授業が、どういう資格につながり、卒業後、どうなっていくための授業なのか、2年間、もしくは
3年間の学びについて紹介する。

3 コミュニケーションゲーム
（他人から見た自分）

クラスメイトから見た自分と、自身が思っている自分のイメージの違いを認識し、これから行う自己PR（長所）の作成に役立てる。「You  are  シート」を
作成し、他己紹介を行い、スピーチトレーニングの要素を含める。

・自分自身を理解し、将来像を考えることで、今、そしてこれから取り組むべきことを明確にする。
　その内容に沿ったかたちで講義を進めて、対外コミュニケーションスキルを上げ、後期の業界EXPO、本格的な就職活動につなげる。・「過去の自分」をもとにした「自己PR」を完成させる。

□ 授業の計画

1 オリテン、自己紹介 半期の流れの説明及び、学生の自己紹介を行う。

週 項目 授業内容

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

物流系の民間企業で海外担当として従事。内5年間は海外赴任　その後大学教員に転身。

□ 授業科目の概要

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスコミュニケーションⅠ（キャリア基礎） 馬場裕 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



オリエンテーション オリエンテーション

業界動向（業界概況） 業界情報収集、アンテナを張ることの」重要性

業界動向（環境変化） 2000年代から現代までの業界動向

業界動向（将来予測） 将来成長が予測される業界

職業人講話（素材業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：山本

職業人講話（化粧品業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：大楽

職業人講話（コンビニ業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：池田

職業人講話（IT業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：坪内　(IT企業経営者)

職業人講話（食品業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：齊藤

職業人講話（航空業界） イマジネーション・ヴィレッジ契約講師：鷹野

業界動向（最新動向） 2021年度の最新動向を日経新聞等より抽出し解説（1）

業界動向（最新動向） 2021年度の最新動向を日経新聞等より抽出し解説（2）

総合演習 グループワーク / 発表

総まとめ

レポート作成

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

業界の将来動向についての自分の考え方を、相手に伝えることができるレベル レポート内容と出席率、講義態度を総合的に判断し評価する。
ホームページからのコピー＆ぺーストが発覚した場合は0点する。また、授業態度不良

14

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

（居眠り、携帯いじり等）で、講師が改善を求めても従わない場合は、大幅な減点とする。

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

13

2

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

内容は、（１）環境変化に順応し成長が期待される、生き残る業界の見方、（２）実際に企業の現場で働いている、働いていた方を招き、

業界の置かれた環境状況、その業界で働くにあたり身に着けると役に立つ知識等を講演。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

企業研究Ⅰ 齊藤尚仁 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



オリエンテーション 自己紹介、簿記の概要、授業の進め方等

簿記各論① 商品売買

簿記各論② 債権債務

簿記各論③ 固定資産、その他論点、試算表

簿記各論④ 決算手続き（現金過不足、貯蔵品、売上原価）

簿記各論⑤ 決算手続き（貸倒引当金、減価償却）

簿記各論⑥ 決算手続き（経過勘定ほか）

簿記各論⓻ 精算表、決算整理後残高試算表

簿記各論⑧ 財務諸表、帳簿、伝票、株式（1）

簿記各論⑨ 財務諸表、帳簿、伝票、株式（2）

総合演習① テスト形式演習（実施、解説、弱点補強）

総合演習② テスト形式演習（実施、解説、弱点補強）

総合演習③ テスト形式演習（実施、解説、弱点補強）

総合演習④ テスト形式演習（実施、解説、弱点補強）

テスト 授業ごとに６０分テスト

欠席２…５０以上、欠席３…６０以上　合格

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

簿記３級取得 欠席０…３０以上、欠席１…４０以上

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

11月までに簿記３級の取得に向けた知識の習得と得点力強化のための演習

単位数 時限×回数 備考

6 6×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、大手銀行に5年間勤務、その後住宅メーカーでの勤務を経て金融コンサルタントとして独立。

簿記会計の基礎知識から応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

初学者向き簿記３級取得のための論点学習と演習

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記会計Ⅰ 高田清志 〇

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



演習１ 簿記の目的、貸借対照表、損益計算書

演習2 取引、仕訳、転記、資産表

演習3 商品売買

演習4 商品売買その他

演習5 株式会社・決算

演習6 決算・精算表

演習7 模擬試験問題（1）

演習8 模擬試験問題（2）

演習9 模擬試験問題（3）

演習10 模擬試験問題（4）

演習11 模擬試験問題（5）

演習12 模擬試験問題（6）

演習13 模擬試験問題（7）

演習14 模擬試験問題（8）

前期考査

なお、平常点については、授業遅刻回数・提出物の適否・授業態度等を勘案して適宜減点する。

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

9

10

11

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

日商簿記検定3級合格レベル 定期試験60％　平常点40％

14

3

4

5

6

12

13

2

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

税理士として顧問先の税務や経営指導を行っている教員が、

簿記会計の基礎知識、株式会社の会計を中心とした応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

初学者向き簿記３級取得のための論点学習と演習

11月までに簿記３級の取得に向けた知識の習得と得点力強化のための演習

□ 授業の計画

8

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

週 項目 授業内容

1

7

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記演習Ⅰ 柴野宏行 〇

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



流通と小売業の役割Ⅰ（流通と小売業）

流通と小売業の役割Ⅱ（小売業態変化に関する理論仮設）

流通と小売業の役割Ⅱ（小売業態変化に関する理論仮設）

流通と小売業の役割Ⅲ（世界の小売業の動向）

組織形態別小売業の運営特性Ⅰ（総論）

組織形態別小売業の運営特性Ⅱ（チェーンストアの運営特性）

組織形態別小売業の運営特性Ⅱ（チェーンストアの運営特性）

店舗形態別小売業の運営特性Ⅰ（専門店／百貨店の運営特性）

店舗形態別小売業の運営特性Ⅱ（総合品ぞろえスーパー／ホームセンターの運営特性）

店舗形態別小売業の運営特性Ⅱ（スーパーマーケット／ドラッグストア／ウォールマートの運営特性）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施①）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施②）

客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

客観式問題対策（模擬試験解答解説）

期末試験

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

14 答案錬成問題

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　小テスト30%　出席状況・授業態度40%

11 答案錬成問題

12 答案錬成問題

13 答案錬成問題

8 基本講義

9 基本講義

10 基本講義

5 基本講義

6 基本講義

7 基本講義

2 基本講義

3 基本講義

4 基本講義

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 基本講義

「小売業の類型」科目で合格できるスキルの修得を目的とする

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

小売業の類型Ⅰ 福田誠一 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



マーチャンダイジングの戦略的展開

マーチャンダイジングの戦略的展開（マーチャンダイジングサイクルの実践）

商品計画の戦略的展開（商品化政策）

販売計画の戦略的展開Ⅰ（利益計算）

販売計画の戦略的展開Ⅱ（利益計算）

仕入計画の立案と戦略的展開

販売政策の戦略的展開Ⅰ

販売政策の戦略的展開Ⅱ（売上管理）

販売管理政策の戦略的展開

物流政策の戦略的展開（マーチャンダイジングサイクルにおける付帯業務）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施①）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施②）

客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

客観式問題対策（模擬試験解答解説）

期末試験

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　小テスト30%　出席状況・授業態度40%

11 答案錬成問題

12 答案錬成問題

13 答案錬成問題

8 基本講義

9 基本講義

14 答案錬成問題

15 後期考査

16

10 基本講義

5 基本講義

6 基本講義

7 基本講義

2 基本講義

3 基本講義

4 基本講義

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 基本講義

「マーチャンダイジング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

マーチャンダイジングⅠ 福田誠一 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



戦略的ストアオペレーションⅠ

戦略的ストアオペレーションⅡ（顧客満足度向上のためのストアオペレーション）

店舗運営サイクルの実践と管理Ⅰ（発注システムの運用と管理／補充作業）

店舗運営サイクルの実践と管理Ⅱ（戦略的ディスプレイ／在庫管理）

戦略的ディスプレイの実施方法Ⅰ（補充型陳列）

戦略的ディスプレイの実施方法Ⅱ（補充型陳列）

戦略的ディスプレイの実施方法Ⅲ（展示型陳列）

ＬＳＰの役割と仕組みⅠ（ＬＳＰの目的）

ＬＳＰの役割と仕組みⅠ（ＬＳＰの開発ルーツと運営の留意点）

人的販売の実践と管理（販売員の実践知識）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施①）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施②）

客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

客観式問題対策（模擬試験解答解説）

期末試験

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　小テスト30%　出席状況・授業態度40%

11 答案錬成問題

12 答案錬成問題

13 答案錬成問題

8 基本講義

9 基本講義

14 答案錬成問題

15 後期考査

16

10 基本講義

5 基本講義

6 基本講義

7 基本講義

2 基本講義

3 基本講義

4 基本講義

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 基本講義

「ストアオペレーション」科目で合格できるスキルの修得を目的とする

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ストアオペレーションⅠ 福田誠一 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



企業活動 経営理念、経営戦略、SWOT分析、マネジメント

成長戦略 製品市場マトリックス、多角化、PPM理論、M&A、

競争戦略 ポーターの5フォース、バリューチェーン、ポジションニング

技術経営 イノベーション、モジュール型、インテグラル型

ネットワーク戦略 プラットフォームビジネス、産学連携、産業クラスター

組織構造論 組織の成立条件・存続条件、組織原則、分業システム、機能別・事業部制組織

組織行動論 モチベーション理論、リーダーシップ理論、組織文化

人的資源管理 人事制度、雇用管理、人事考課、職能資格制度

労働関連法規 労働基準法、労働安全衛生法、労働組合法、男女雇用機会均等法

マーケティング戦略 市場細分化、マーケティングリサーチ、購買行動

製品戦略、価格戦略 PLC理論、新製品開発、ブランド戦略、サービスマーケティング・価格設定法・価格管理

プロモーション、チャネル戦略 チャネル設計、VMS、広告、販売促進、パブリシティ

関係性マーケティング CRM、FSP、ワントゥワンマーケティング、インターネット活用

総まとめ 経営戦略・経営組織・マーケティング

前期考査

中小企業診断士1次試験合格レベル 試験素点×0.6＋学習態度・学習努力

90以上S、80以上A、70以上B、60以上C、59以下D

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

8

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

2

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

15

16

9

10

11

12

13

14

3

4

5

6

7

企業経営事例、経営分析の講義を行う

□ 授業科目の概要

中小企業診断士1次試験科目の一つ、企業経営理論を習得する。

あわせてビジネスマンにとって必要不可欠な知識、経営戦略、経営組織、マーケティングの知識を学ぶ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

企業経営理論 樋口好章 ○

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略の考え方Ⅰ（小売業のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞミックスの考え方）

ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略の考え方Ⅰ（プレイス／プロダクト／プライス／プロモーション戦略）

ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略の実施方法（マーケットリサーチの実施方法）

顧客戦略の展開方法Ⅰ（ＣＲＭ）

顧客戦略の展開方法Ⅱ（ＦＳＰ）

ﾘｰｼﾞｮﾅﾙﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの企画と実践Ⅰ

ﾘｰｼﾞｮﾅﾙﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの企画と実践Ⅱ（インストアマーチャンダイジング）

店舗開発の手順と実践（売場づくりの手順）

商圏分析ならびに出店戦略の立案（出店戦略の立案）

商圏分析ならびに出店戦略の立案（出店戦略の方法）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施①）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施②）

客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

客観式問題対策（模擬試験解答解説）

期末試験

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

14 答案錬成問題

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　小テスト30%　出席状況・授業態度40%

11 答案錬成問題

12 答案錬成問題

13 答案錬成問題

8 基本講義

9 基本講義

10 基本講義

5 基本講義

6 基本講義

7 基本講義

2 基本講義

3 基本講義

4 基本講義

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 基本講義

「マーケティング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

マーケティングⅠ 福田誠一 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



販売管理者の法令知識（取引に関する法知識）

販売管理者の法令知識（仕入に関する法知識）

販売管理者の法令知識（販売に関する法知識）

販売事務管理に求められる経営分析

販売事務管理に求められる経営分析（経営分析指標Ⅰ）

販売事務管理に求められる経営分析（経営分析指標Ⅱ）

小売業の組織体制と従業員管理（雇用・就業の動向と従業員管理）

小売業の組織体制と従業員管理（雇用・就業の動向と従業員管理）

小売業の組織体制と従業員管理（人材育成とリーダーシップのあり方）

予備試験の実施

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施①）

客観式問題対策（キーワードチェックリスト問題の実施②）

客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

客観式問題対策（模擬試験解答解説）

期末試験

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

14 答案錬成問題

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　小テスト30%　出席状況・授業態度40%

11 答案錬成問題

12 答案錬成問題

13 答案錬成問題

8 基本講義

9 基本講義

10 基本講義

5 基本講義

6 基本講義

7 基本講義

2 基本講義

3 基本講義

4 基本講義

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 基本講義

「販売経営管理」科目で合格できるスキルの修得を目的とする

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売経営管理Ⅰ 福田誠一 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント 専攻



オリエンテーション 講師紹介、講義の進め方

起業家の意識 起業目的、目標設定、課題の把握

ビジネスアイデア ビジネスニーズの把握　：「不」から考える

SWOT分析 ビジネスチャンス発見　（外部環境）

SWOT分析 自分のセールスポイント発見　（内部環境）

経営戦略（ドメイン） ターゲティング　（標的顧客）

経営戦略（ドメイン） STP　（ターゲティング、ポジショニング）

経営戦術 ブランド戦略（高付加価値化）

経営戦術 選択と集中　（マーチャンダイジング）

競争戦略 ファイブフォース（競合分析）（1）

競争戦略 ファイブフォース（競合分析）（2）

競争戦略 ３つの戦略　（事例）（1）

競争戦略 ３つの戦略　（事例）（2）

総合演習 グループワーク / 発表

レポート

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

SWOTから実現性の高いビジネスアイデアを抽出できる。 ①講義を通じて習得した知識をもとに、自分の考えを加味したレポートを最終講義時間に作成（４段階で相対評価）。

②夏休み期間中に、講師より課題を与えレポートを提出。レポート内容により、4段階で相対評価。

14
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③①、②に加え、出席状況、講義内での態度等を総合的に加味し、評価を行う

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

13

2

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

事業コンセプトづくりをゴールとし、SWOT分析、競争戦略等の戦略論を講義する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

授業授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

起業論Ⅰ 齊藤尚仁 ○

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

マネーリテラシーの基礎知識を身に着けてうえで 試験0%　課題60%　出席状況・授業態度40%

自身のライフプランを作成できるようにする。

14 【人生設計】もう一度ライフプランを
バックキャスティングしよう ・ここまで学んできた上で、改めて自分のライフプランシートを作成

15 最終課題提出 ライフプランを完璧に仕上げる

12 【介護】両親の介護、どうする？
【相続】実家に財産？えっ、こんなにあるの？

・訪問介護やデイサービス、ショートステイに老人ホーム・介護保険や月々の費用
・実家にはそんなに現金がないから自分には関係ない？資産は現金だけではありません・事前に想定し、準備しておくことが大切

13 【マインドセット】お金ってなんです
か？お金の本質

・お金は目的を達成するための手段である。
・お金と豊かさの相関関係

10 【教育】人生3大出費と言われる
「教育費」

・皆さんの教育費ってどのくらいかかってるか分かります？
・保育園・幼稚園→小、中、高校→専門学校　トータル○○万円！

11 【セカンドキャリア】転職してキャリア
アップ、年収アップ！

・社会保険、国民年金、企業年金、企業型確定拠出年金どうなるの？
・独立も！？確定申告書の書き方も記載
・雇用保険(失業給付)、(教育訓練)

8 【保険】将来に対する漠然とした不
安

・もし自分が大きな病気やケガをしたらどうしよう・・・
・公的保険(健康保険、遺族年金)、民間保険

9 【住宅・車】人生の大きなお買い物 ・そろそろ自動車（200～300万円）や住宅（3,000～6,000万円）を購入したいな
・ローンってどうやって組むの？住宅ローン減税ってどうやって手続きするの？・持ち家と賃貸の違い

6 【税金・社会保険】給料、年収、
手取り年収、なんで違うの？

・給料明細を見ると「支給額」「控除額」「支払額」って何？年収ってどれ？
・税金、社会保険のみ

7 【結婚・出産】結婚したいけど、お金どれだけかかるの？
子どもとの出会い！おめでたいけどお金が不安・・・

・結婚する前、結婚式、結婚後・・・お金がいっぱいかかりそう。・出産っておめでたいし、うれしいけど、結構お金がか
かりますが、社会保障もあります(出産手当金)、育休(雇用保険)

4 【日常生活費】独り暮らし、生活
費はどのくらいかかる？ ・基本生活費とは（生活費、家賃、等々）

5 【資産運用】お給料が入ってきたけど、貯金にしておくのも
な・・・資産運用ってどうやるの？

・資産運用って何？資産運用の目的・株式、投資信託、FX、不動産・知っててやるのと、知らずにやるのは天と地
の違い！

2 【人生設計】自分のライフプランを作成
人生をバックキャスティングしよう！

・ライフプラン、ライフデザイン、ライフイベントを知ろう
50歳の自分、どうなってる？職業、貯金、資産、生活、家族など。そこから逆算すると・・・　○歳で就職？○歳で車買う？○歳で結婚？○歳で出産？
○歳で住宅購入？

3 【キャリア】就職、どうする？ ・大企業で安定？中小企業でやりがい？フリーランスで技術を活かす？起業する？
・雇用されるメリット・デメリット、独立するメリット・デメリット

1 はじめに
オリエンテーション ・授業概要・自己紹介、企業紹介・フリーディスカッション

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

学生時代からFPマネジメント会社に携わり、その後代表取締役に就任。CFP資格も取得しており、

企業の財務戦略から個人のライフプランニングまで精通。自身の起業経験を基に、実践的な会社経営とファイナンスの知識を指導する。

□ 授業科目の概要

すべて対面による授業で行う。主体性を持って授業に取り組めるように、自身のライフプラン作成が最後の課題である。

また、人生を歩む過程内容で授業を行うことで、親近感を持って少し遠い未来まで考えてもらう。

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

選択授業 講義・演習 2 2×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ファイナンシャル概論Ⅰ 坪谷　亮 〇

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

教養Ⅱ 市丸　聡子 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 講師自己紹介、ビジネス文書の必要性、意義、検定概要説明

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、経営コンサルタンティング会社に10年勤務し、新規事業開発、企業向けマナー/営業研修、集客支援等の実績を踏まえ、

ビジネスの現場で必要な文書（社内外、メール）を講義する

□ 授業科目の概要

ビジネスパーソンとして文書知識を習得し、ビジネス文書検定3級の合格をめざす。また、就職活動に必要となる、メールの書き方等の

実践に資するスキルを高める。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 模擬テスト ビジネス文書検定3級の過去問を使い、全体像を理解する

3 ビジネス文書検定
「表記技能」 講義、過去問テスト、ポイント解説

4 ビジネス文書検定
「表現技能」 講義、過去問テスト、ポイント解説

5 ビジネス文書検定
「実務技能」① 講義、過去問テスト、ポイント解説

6 ビジネス文書検定
「実務技能」② 講義、過去問テスト、ポイント解説

7 検定直前対策 過去問を中心とした振り返りテスト、解説

8 就職活動の文書 メールの署名、就職活動におけるメール文例

9 就職活動の文書 就職活動におけるメール文例

10 就職活動の文書 小テスト

11 就職サイト登録 大手就職サイトに登録、表記、内容等確認

12 自己PR、志望動機の書き方 書き方講義、事例を踏まえ、自分の文章を検討

13 自己PR、志望動機の書き方 自分の文章完成

14 総括 授業振り返り

15 定期考査

就職活動に必要な文書スキル習得

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

ビジネス文書検定　3級合格 試験60%　課題20%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 １年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスコミュニケーションⅡ 川島里美 〇

基本授業 講義・演習 2 ２×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 意識づけ（就職活動、業界
EXPO）

就職活動（社会保険、キャリア形成、準備）、業界EXPO（５つの人間力など）、就職活動スケジュール確認
など

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

人事の経験を活かし、企業が評価するポイントを伝えるとともに、面接対応、履歴書の作成などを成功事例や改善点を交えて指導します。

また、研修講師として問題解決型ワークショップを実施し、学生がキャリア課題を発見・解決し、自己理解と戦略的な就職活動を支援します。

□ 授業科目の概要

１年前期「ビジネスコミュニケーションⅠ」の流れを引き継ぎ、業界EXPOの準備を通して就職活動に必要な知識を身に付けていきます。

業界EXPO後はリフレクションを通して個人の課題を見つけ、最終的には就職活動を一人でも行える能力を身に付けます。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 就職活動のスーツやメイクと就職
活動の軸 就職活動を行うためのスーツやメイクについてレクチャー、後半は学生個人の就職活動の軸について考える

3 書類作成① 「就職の軸」/志望動機と自己PR以外の履歴書の書き方をレクチャー(履歴書見本配布)/
HW:EXPO参加企業について調べる(企業研究シート配布)

4 書類作成② 志望動機と自己PRの作成手順の説明し、実際に作成してみる

5 書類作成③ 前回作成した自己PR（履歴書自己PR欄＝業界EXPO参加票）を添削し、参加票に清書書きを行う

6 業界EXPO準備① 企業研究：企業研究の仕方をレクチャーし、数名のグループを作り企業を調べて最後の発表を行う

7 業界EXPO準備② スーツ登校させ事前チェックを行う、業界EXPOでの質問時のマナーを説明し質問を考える、業界EXPO当日の注
意事項などを学生パンフを使い確認していく※参加票が完成していない学生は完成させる

8 業界EXPO振り返り 業界EXPOの振り返り（リフレクション）を行い、後半は就職活動マナー（メール、電話、封筒、送り状、お礼状、
企業説明会参加のマナーなど）を学ぶ / HW:サイト登録(マイナビ・リクナビ・他)

9 就職活動対策① エントリーシートの書き方と活動の流れをしっかりと理解する ※理解度テスト　(サイト登録確認)

10 就職活動対策② 面接対策①（基本５項目の書き方の説明と作成）

11 就職活動対策③ 面接対策②（実践：面接官と受験者を実際に体験してみる）

12 就職活動対策④ グループディスカッション（GD）対策、求人票の見方、今後の就職活動スケジュールの確認など

13 スタログ説明 今年度から導入した就職活動アプリ「スタログ」の使用説明を行う※業者作成の動画

14 期末考査の準備 就職試験でよく聞かれる５項目について考え完成させる

15 期末考査 就職試験基本５項目をそれぞれ指定の字数で書く

日頃の授業態度と「小テスト・考査」の結果を総合的に評価する。

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

就職活動への意識を高め、活動のノウハウを身に付ける。 試験30%　課題10%　出席状況・授業態度60%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

コンピュータ演習Ⅰ 市丸聡子 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 講師自己紹介、パソコンスキルの必要性、意義説明

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、経営コンサルタンティング会社に10年勤務し、新規事業開発、企業向けマナー/営業研修、集客支援等の実績を踏まえ、

ビジネスの現場で実際に必要なパソコンスキルを講義する

□ 授業科目の概要

エクセル、ワード、パワーポイントの基本操作を学ぶ。また、タイピングレベルの向上（最低5分で500文字以上）を目指す。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 エクセル基礎（データ） タイピング15分、エクセル（データの並び替え、フィルタ、重複、印刷設定等）

3 エクセル基礎（計算式） タイピング15分、エクセル（SUM、AVERAGE、IF、SUMIF、ROUND、グラフ等）

4 エクセル基礎（書式） タイピング15分、エクセル（罫線、色付け、オブジェクト、トリミンッグ等）

5 ワード基礎（書式）① タイピング15分、ワード（文書作成、表の挿入、フォント、文字間隔等）

6 ワード基礎（書式）② タイピング15分、ワード（ふりがな、文字カウント、オブジェクト、トリミング等）

7 ワード基礎（チラシ作成） タイピング15分、テーマに従い、チラシ作成

8 パワーポイント基礎（書式） タイピング15分、パワーポイント（デザイン、スライドマスタ、テキスト・オブジェクト挿入等）

9 パワーポイント基礎（図形） タイピング15分、パワーポイント（図形の効果、アニメーション、トリミング、グラフ挿入等）

10 パワーポイント基礎（チラシ作成） タイピング15分、テーマに従い、チラシ作成

11 エクセル応用 タイピング15分、主にMOSの計算式問題

12 エクセル応用 タイピング15分、主にMOSの計算式問題

13 パワーポイント応用 タイピング15分、既定の企画書作成

14 総括 授業振り返り

15 定期考査 すべての課題提出

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

ビジネスの現場で必要なパソコンスキルを身につける 課題60%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

商業簿記Ⅰ 高田清志 〇

基本授業 講義・演習 4 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 個別論点学習 商品売買　現金預金

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、大手銀行に5年間勤務、その後住宅メーカーでの勤務を経て金融コンサルタントとして独立。

簿記会計の基礎知識から応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

前半は日商簿記検定２級商業簿記レベルのイントロ授業

後半は本試験レベル問題の演習授業

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 個別論点学習 債権債務　有価証券

3 個別論点学習 有形固定資産

4 個別論点学習 リース取引　無形固定資産　研究開発費　引当金　外貨換算会計

5 個別論点学習 税金、課税所得　税効果会計

6 個別論点学習 株式の発行　剰余金の配当と処分　決算手続

7 個別論点学習 収益費用の認識基準　本支店会計　合併と事業譲渡

8 個別論点学習 連結会計①

9 個別論点学習 連結会計②

10 個別論点学習 連結会計③

11 個別論点学習 連結会計④

12 総合演習 テスト形式演習①

13 総合演習 テスト形式演習②

14 総合演習 テスト形式演習③

15 テスト 本試験レベルテスト　ｏｒ　要点まとめレポート

簿記２級取得

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

簿記２級合格 ３級取得（１０点）授業点（３０点）テスト（１００点）



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

財務会計Ⅰ 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 財務会計とは 制度会計と管理会計、診断士における財務会計

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業会計の基礎・応用を学習する

□ 授業科目の概要

企業経営に必要な会計手法、財務諸表の作成手続き、分析評価法について、基礎および応用力をマスターし

中小企業診断士１次試験合格を目指す

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 貸借対照表 B/Sの構造・資産・負債・純資産・収益・費用

3 損益計算書 営業損益・営業外損益・特別損益

4 経営分析 収益性分析・安全性分析・効率性分析・生産性分析

5 CVP分析 損益分岐点・売上高・変動費・固定費・限界利益・感度分析・安全余裕率

6 投資の経済性計算 NPV法・IRR・収益性指標法・回収期間法・複利現価計数と年金現価計数

7 証券投資論 リスクとリターン・期待値・証券ポートフォリオ・共分散・相関係数

8 理論株価 ディスカウントキャッシュフロー法・純資産倍率・利回り・ROAとROE

9 CAPM理論 リスクフリーレート、β値、市場ポートフォリオ

10 企業価値 MM理論、株式指標、割引配当モデル、成長モデル

11 簿記と決算 簿記の手順、決算仕訳、減価償却、経過勘定

12 キャッシュフロー計算書 直接法、間接法、作成プロセス、CF分析

13 原価計算 直接原価計算、標準原価計算、個別原価計算、総合原価計算

14 企業会計原則 収益費用の認識と測定、減損処理、税効果会計、配当可能額、工事原価

15 後期考査

実力を身につける

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

中小企業診断士１次試験、財務会計科目に合格できる 試験60%　課題30%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

工業簿記Ⅰ 高田清志 〇

基本授業 講義・演習 4 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 個別論点学習 材料費　労務費　経費

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、大手銀行に5年間勤務、その後住宅メーカーでの勤務を経て金融コンサルタントとして独立。

簿記会計の基礎知識から応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

前半は日商簿記検定２級工業簿記レベルのイントロ授業

後半は本試験レベル問題の演習授業

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 個別論点学習 個別原価計算①

3 個別論点学習 個別原価計算②

4 個別論点学習 個別原価計算③

5 個別論点学習 総合原価計算①

6 個別論点学習 総合原価計算②

7 個別論点学習 総合原価計算③　財務諸表

8 個別論点学習 標準原価計算

9 個別論点学習 直接原価計算

10 個別論点学習 本社工場会計①

11 個別論点学習 本社工場会計②

12 総合演習 テスト形式演習　２セット

13 総合演習 テスト形式演習　２セット

14 総合演習 テスト形式演習　２セット

15 テスト 本試験レベルテスト　ｏｒ　要点まとめレポート

簿記２級取得

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

簿記２級合格 ３級取得（１０点）授業点（３０点）テスト（１００点）



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

WebデザインⅠ 深田徹 ○

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 授業準備 この授業について、自己紹介、Photoshopの概要

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当教員は、デザイン事務所勤務を経て現在はフリーランスのデザイナーとしてWebデザイン、グラフィックデザイン、イラスト、DTPなど

各種デザインを行っている。それらの実務経験に基づいてWebデザインのスキルを身につける授業を行う。

□ 授業科目の概要

・PCを使用した実習形式の授業。Webサイト作成に関連するアプリの基本スキルを習得する。

・ビジネスの場面でWebサイトに接する際に役立つ知識を習得する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 Photoshop01 Photoshopの基本操作、選択範囲の使い方

3 Photoshop02 レイヤー、テキスト・シェイプの使い方

4 Photoshop03 シェイプ、スマートオブジェクトの使い方

5 Photoshop04 復習課題

6 Photoshop05 バナーデザインの作成

7 Figma基本01 基本操作、各種オブジェクトの作成など

8 Figma基本02 色スタイル、文字スタイル、コンポーネント

9 Figma基本03 オートレイアウト

10 Figma応用01 FigmaによるWebサイトのUI作成01

11 Figma応用02 FigmaによるWebサイトのUI作成02

12 Figma応用03 FigmaによるWebサイトのUI作成03

13 Figma応用04 FigmaによるWebサイトのUI作成04

14 総復習 後期試験に向けた総復習

15 後期試験 後期試験

簡単なバナーやWebサイトのデザインを作成できるようにする

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

Photoshop、Figmaの基本スキルを身につける 課題、授業態度、出席率等



ビジネスインダストリ ビジネスシステム・エンジニアリングシステム・ＩＯＴ組込みシステム

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ITパスポートⅠ 日出間隆樹 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ハードウエア１ ５大装置(入力・出力・記憶・演算・制御)

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

某大学予備校事業部にて、プログラマ・ＳＥ(システムエンジニア)。専門学校+大学にて情報処理技術者試験(2種、シスアド、基本情報、ＩＴ

パスポート)講座、プログラミング・日本語文書処理・表計算・データベース実習、ＳＰＩ講座、毛筆・硬筆書写検定講座担当

□ 授業科目の概要

経済産業省　情報処理技術者試験(国家試験)ＩＴパスポート試験における学習指導

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ハードウエア２ 情報の表現(ビット・バイト)、数値表現・文字表現・画像表現・音声表現)、入出力インターフェース

3 ソフトウエア１ ＯＳ・プログラム言語と処理環境・アルゴリズムとデータ構造

4 ソフトウエア２ ファイルシステム・マルチメディア

5 コンピュータシステム コンピュータシステム・システムの信頼性と稼働率

6 データベース リレーショナルデータベース・正規化・排他制御・バックアップと障害対策

7 ネットワーク１ ＬＡＮ・ＷＡＮ・インターネット、接続形態、プロトコル、ＯＳＩ基本参照モデル、ルータ、ＴＣＰ／ＩＰ

8 ネットワーク２ ＭＡＣアドレスとＩＰアドレス・サブネットマスク・ポート番号、アプリケーション層のプロトコル群

9 ネットワーク３ 無線ＬＡＮ、通信サービス、情報セキュリティ対策、情報の暗号化・鍵方式、電子署名と認証局

10 企業活動と法務 経営組織論・業務分析・会計と財務、知的財産権・労働取引関連法規・標準化

11

12 システム開発とソフトウエア開発 開発モデル・見積もりと設計・テスト・システム移行と保守

13 プロジェクトマネージメント ＷＢＳ、ＰＥＲＴ、要員計画、リスク対策

14 サービスマネージメントと監査 ＩＴサービス・システム監査の概要

15 期末試験 ペーパー試験による理解度の確認

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

ＩＴパスポート試験合格相当の理解 試験75%　課題00%　出席状況・授業態度25%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ベンチャービジネス実践論Ⅰ 齊藤尚仁 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 イントロダクション ・講義概要説明
・ベンチャービジネスとは何か（定義・特徴・必要性）

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

本講義は、理系知識を必要とせずにベンチャービジネスの基本を学ぶことを目的とする。起業家精神、ビジネスアイデアの創出、

ビジネスモデルの構築、資金調達に加え、イノベーションを中心に据え、実践的かつ未来志向の内容で構成されている。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ベンチャーとイノベーション ・テスラとEV
・イノベーションは何故ベンチャーから生まれやすいのか

3 事例研究 ・日本にはどのようなベンチャービジネスがあるか

4 技術革新とデジタル化 ・デジタルトランスフォーメーション（DX）の概念

5 技術革新とデジタル化 ・新技術（AI、IoT、ブロックチェーンなど）の活用方法

6 起業家精神
（アントレプレナーシップ）

・起業家とはどのような人物か
・成功する起業家のマインドセットとスキル

7 ビジネスアイデアの発想法 ・ビジネスアイデアの発見方法（例：課題発見型、アイデア発想法）
・アイデアの検証（市場性・実現可能性）

8 ビジネスモデルの構築 ・ビジネスモデルキャンバスの説明
・収益構造の設計（誰に・何を・どのように提供するか）

9 プロトタイプ開発とMVP ・プロトタイプとは何か
・最小限の製品（MVP：Minimum Viable Product）での市場テスト

10 資金調達の方法 ・ベンチャー企業の資金調達の種類（自己資金、エンジェル投資、VC、クラウドファンディングなど）
・資金調達のプロセス

11 イノベーションの基礎 ・イノベーションとは何か
・イノベーションの種類（製品・サービス、プロセス、ビジネスモデル）

12 オープンイノベーション ・オープンイノベーションの概念
・企業と外部パートナー（大学、研究機関、他企業）との連携

13 アイデア創出 ・既存ビジネス×ベンチャービジネスで新しい価値を創出する（演習）

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査

②ベンチャービジネス創出の機会を探す意識を持てる

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

①ベンチャービジネスの基礎知識を知っている 試験80%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

経営情報システムⅠ 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ハードウエア コンピュータ５大装置、記憶装置、CPU、性能評価

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業経営に必要な経営情報システムについて学習する

□ 授業科目の概要

企業経営およびコンサルタントして必要な経営情報システムの知識を習得する

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ソフトウエア OS、ミドルウエア、アプリケーション

3 LANシステム イーサネット、ケーブル、トポロジ、制御システム

4 インターネット IPアドレス、インターネットプロトコル、ISO基本参照モデル

5 データベース SQL文、論理演算、正規化正規形

6 プログラム言語 機械語、スクリプト言語、マークアップランゲージ

7 セキュリティ ミラーリング、RAIDレベル、ファイアウォール、暗号化

8 開発技法 ウォーターフォール、プロトタイプ、スパイラル、アジャイル開発

9 ソフトウエア開発 データ指向、プロセス指向、オブジェクト指向

10 テスト ブラックボックステスト、ホワイトボックステスト、受入テスト

11 システム構成技術 メインフレーム・クライアントサーバーシステム・SOA・ウェブサービス

12 IT関連法規 各種法律、ガイドライン、ISML

13 経営と情報システム 情報システムの変遷・ビッグデータ・クラウドコンピューティング

14 統計解析 多変量解析、回帰分析、検定

15 後期考査

中小企業診断士１次試験経営情報システムの合格

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

システム・データベース・ネットワーク軒祖・応用を学習し 試験60%　課題30%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

企業研究Ⅱ 齊藤尚仁 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 企業研究Ⅰの復習 企業研究Ⅰ（業種・業界）の復習を行い、業種や業界と職種の関係を講義し、職種に関する導入学習を行う

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

授業では、環境変化に順応し成長が期待される職種の見方を学ぶ。また、業界で働く方の知見をベースに、現場環境や役

立つ知識を講義する。実務に必要な専門的能力を身に付けることを目的とし、企業経営分野に関する知識の習得を目指す。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ビジネスモデルと職種 企業と企業のビジネスモデルを説明し、ビジネスモデルの視点から業種・業界と職種のつながりについて説明する

3 職種概説 情報発信系、ものづくり系、管理系の職種を概要とその違いを説明する

4 営業販売職 営業販売職の種類と違いを中心に、歩合制からチーム営業まで様々なスタイルを説明する

5 コンサルティング職 営業販売職を含めたソリューション提供型のコンサルティング職を説明する

6 職業人講話（総務） 素材メーカーをケースに、総務の職種を説明する

7 職業人講話
（スーパーバイザー） コンビニエンスストアをケースに、スーパーバイザーの職種を説明する

8 職業人講話（営業） ソフトウェア会社をケースに、チーム営業等の職種を説明する

9 職業人講話（商品開発） 食品メーカーをケースに、商品開発や調査に関する職種を説明する

10 職業人講話（IT） IT会社をケースに、SE等の職種を説明する

11 製造に関わる仕事 ものづくりについて、生産方式から職種を説明する

12 職業人講話（ブランディング） 化粧品事業をケースに、ブランディングや商品企画の職種を説明する

13 職業人講話（商品企画） コンビニエンスストアをケースに、商品開発の職種を説明する

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

仕事に必要な実践的かつ専門的な能力を習得できている 試験80%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネス実務法務Ⅰ 齊藤尚仁 〇

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 法律概論 法律と生活・ビジネス、法律の基本的な考え方、民法と刑法
六法と国民生活、法律の種類、法の解釈

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

企業勤務や企業において知っておくべき法律知識について、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウの習得を図る。この講座では、法律の細かな

知識ではなく、ビジネス関連の法律の基礎概念に理解をコアとして、２年次でのビジネス実務法務３級検定試験の合格を目指すための基本講座とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ビジネス実務法務とは
契約の考え方

ビジネス法務検定試験の概要、科目別概要
コンビニでの買い物と契約（自分の生活と民法の関わり）

3 民法（契約法） ・契約の種類　・分類　・売買契約の成立　・意思表示　・契約の効果　・債務履行

4 民法（契約法） ・債務不履行　・危険負担　・瑕疵担保責任

5 民法（不法行為） ・不当利得　・事務管理　・不法行為

6 債権管理 ・相殺　・時効　・保証人

7 会社法 ・企業の分類　・商人　・商号　・商業登記　・代理

8 会社法 ・株式会社　・株式会社の機関　・会社の使用人

9 企業財産の管理 ・特許権　・実用新案権　・意匠権　・商標権　・著作権　・独占禁止法

10 民法（概論） ・民法の基本原理　・法律の分類　・権利能力　・意思能力　・行為能力

11 労働法 ・労働契約　・労働組合法　・男女雇用機会均等法

12 企業活動に関する法規制 ・独占禁止法　・消費者契約法　・特定商取引法

13 民法（親族法・相続法） ・婚姻　・夫婦間の財産　・相続

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査

②民法（契約、不法行為、保証）の概念を理解できる

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

①ビジネスに関わる法律の種類を理解できる 試験90%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

運営管理Ⅰ 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 生産管理の概要 QCD、3S、4M、ECRSの原則

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

生産管理および店舗販売管理を学習する

□ 授業科目の概要

企業経営およびコンサルタントして必要な生産管理、店舗販売管理の知識を習得する

中小企業診断士１次試験合格レベルの実力を付ける

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 生産形態 受注生産と見込生産、個別生産と連続生産、セル生産、JIT生産

3 生産のプランニング SLP、資材所要量計画、ラインバランシング、日程計画、アローダイアグラム

4 生産のオペレーション 作業分析、時間分析、動作分析、性能評価、メンテナンス

5 資材管理 経済的発注量、定量発注、定期発注

6 生産技術 切削・研磨・プレス・塗装・メッキ・鋳造・鍛造

7 生産管理におけるIT活用 CAD、CAM、自動機械、ＦＡ

8 店舗関連法規 大規模店舗立地法、都市計画法、建築基準法、中心市街地活性化法

9 理論商圏 ライリーの法則・コンバースの法則・ハフモデル

10 商業集積 ショッピングセンター・商店街・最近の動向

11 店舗レイアウト ファサード、通路計画、什器、照明、色彩

12 商品政策 マーチャンダイジング、GMROI、販売在庫仕入計画

13 価格政策 価格設定法、ハイロープライス、EDLP政策

14 店舗における情報化 POSシステム、バーコード、CRM、FSP・インストアマーチャンダイジング

15 後期考査

１次試験運営管理の合格を目指す

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

生産管理、店舗販売管理をマスターし、中小企業診断士 試験60%　課題30%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（小売業の類型） 福田誠一 ○

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 流通システムの変革と小売業の新たな役割

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「小売業の類型」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 流通政策と商業政策

3 基本講義 流通政策と環境対策

4 基本講義 フランチャイズシステムの戦略的特性（１）

5 基本講義 フランチャイズシステムの戦略的特性（２）

6 基本講義 店舗形態別小売業の戦略的特性（１）

7 基本講義 店舗形態別小売業の戦略的特性（２）

8 基本講義 チェーンストアの戦略概論（１）

9 基本講義 チェーンストアの戦略概論（２）

10 基本講義 チェーンストアの戦略概論（３）

11 基本講義 商店街およびショッピングセンターの戦略的特性（１）

12 基本講義 商店街およびショッピングセンターの戦略的特性（２）

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（ストアオペレーション） 福田誠一 ○

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 ストアオペレーションの戦略的展開

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「ストアオペレーション」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 店舗運営サイクルの戦略的展開（１）

3 基本講義 店舗運営サイクルの戦略的展開（２）

4 基本講義 スペースマネジメントの戦略的展開

5 基本講義 発注の戦略的展開（１）

6 基本講義 発注の戦略的展開（２）

7 基本講義 発注の戦略的展開（３）

8 基本講義 ＬＳＰの戦略的展開（１）

9 基本講義 ＬＳＰの戦略的展開（２）

10 基本講義 ローコストオペレーションの戦略的展開（１）

11 基本講義 ローコストオペレーションの戦略的展開（２）

12 基本講義 人的販売と販売員指導の実際

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

起業論Ⅱ 齊藤尚仁 〇

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 環境変化への対応

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

この授業では、前期に習得した「競争戦略」を基に、ドメイン設定、マーケティング戦略（ポジショニング）、およびマーケティング戦術（4P）

について、講師のコンサルタント実例や有名事例を交えながら学ぶ。資格取得で得た基礎知識を、実務で活用できるようにすることを目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 経営戦略 ドメイン（ターゲットの設定、ニーズの明確化）

3 経営戦略 ドメイン（差別的優位性）

4 マーケティング戦略 マーケティング概要

5 マーケティング戦略 セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニング

6 マーケティング戦略 ＣＲＭ戦略（データマーケティング）

7 マーケティング戦略 ＣＲＭ戦略（ＦＳＰ）

8 マーケティング戦略 One to One戦略

9 マーケティング戦略 商品・サービス戦略（ブランド、差別化）

10 マーケティング戦略 立地戦略（商圏調査）

11 マーケティング戦略 価格戦略（価格設定方法）

12 マーケティング戦略 プロモーション戦略（マーケティングミックス）

13 マーケティング戦略 プロモーション戦略（ＳＮＳ）

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

企業経営分野における実務に関する知識を習得している 試験80%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士2級 福田誠一 ○

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 キーワードチェック問題の実施（小売業の類型）

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験に

合格できる能力を養成する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 キーワードチェック問題の実施（ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ）

3 基本講義 キーワードチェック問題の実施（ストアオペレーション）

4 基本講義 キーワードチェック問題の実施（マーケティング）

5 基本講義 過去問題の実施（小売業の類型）

6 基本講義 過去問題の実施（マーチャンダイジング）

7 基本講義 過去問題の実施（ストオペレーション）

8 基本講義 過去問題の実施（マーケティング）

9 基本講義 答案錬成問題の実施（小売業の類型）

10 基本講義 答案錬成問題の実施（マーチャンダイジング）

11 基本講義 答案錬成問題の実施（ストアオペレ－ション）

12 基本講義 答案錬成問題の実施（マーケティング）

13 答案錬成問題 模擬試験問題の実施（１）

14 答案錬成問題 模擬試験問題の実施（２）

15 答案錬成問題 模擬試験問題の実施（３）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士2級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

FPベーシックⅠ 岩本雄一 ○

基本授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ライフプラン FPの基礎、ライフプランニングの考え方、住宅取得プラン二ング

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

元広告マンなので、FPに関連する実務経験は特にありませんが、相談案件の実行支援などで、各専門家連携を取ってきました。

あえていうならば、住宅展示場を手掛ける際に、土地における各種申請をすることはありました。

□ 授業科目の概要

オンデマンド配信による講義形式で授業を行う。講義内容は事前収録し、各学科・クラスのClassroom／Teams等を通して毎週配信し、

学生は自宅等で視聴。講義内容は配信後、一定期間再視聴できるように設定され、復習等に活用することができる。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ライフプラン 教育資金プランニング、社会保険の概要、健康保険、介護保険

3 ライフプラン 労災保険、公的年金概要、老齢給付（基礎・厚生）

4 ライフプラン・タックスプランニング 障害給付、遺族給付、企業年金、所得税の基礎知識

5 タックスプランニング 所得金額の算出、総所得金額の算出、損益通算

6 タックスプランニング・リスク管理 所得控除、所得税の算出、所得税の申告・納付、保険の知識

7 リスク管理 生保の保険料・契約、生命保険の種類、生保の税金

8 リスク管理 生保の法人契約、損保の基礎、損保の種類、第三分野の保険

9 リスク管理・金融資産運用 保険の見直し、経済・金融の基礎、金融商品の法律、貯蓄型商品

10 金融資産運用 債券、株式、投資信託、金融商品と税金

11 金融資産運用・不動産 ポートフォリオ、不動産登記・取引

12 不動産 不動産の法令、不動産取得・保有・譲渡の税金、有効活用

13 相続・事業承継 贈与税の基本・特例、相続の基礎知識

14 相続・事業承継 遺言・遺留分、相続税のしくみ、相続税の計算、財産評価

15 考査（オンライン） Googleフォームを使用したオンライン試験を実施

FP知識を生活に生かす 後期考査の点数を最重視、一定点数以上は出席状況を考慮

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

FP資格に対する興味を持ってもらう 試験95%　課題0%　出席状況・授業態度5%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

貿易実務Ⅰ 村井和博 〇

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ガイダンス 講義内容、貿易実務検定について

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

大手総合商社にて15年間、貿易実務を経験。東南アジア向けの輸出入案件や三国間貿易を数多く担当し、国際物流の構築から契約交渉まで手がける。

現場直結の貿易実務を指導する。

□ 授業科目の概要

貿易実務は現代ビジネスにおいて有用な知識である。　商社、貿易会社だけではなく流通業界、メーカーなどあらゆる分野であっても

貿易実務の知識は必要となっている。　また世界の政治経済やマーケティング、為替、環境問題なども学び、広い知識を習得できる。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 貿易実務概要 貿易実務の概要

3 貿易取引の全体像 貿易取引の流れ　/　いろいろな貿易取引

4 市場調査から契約成立まで 市場調査、取引交渉、信用調査　/　契約書の基礎知識

5 信用状の基礎知識 信用状の実務、信用状統一規則　/　信用状条件の変更と不一致、品質条件・数量条件

6 インコタームズの基礎知識 貿易条件　/　輸送条件

7 貿易運送 海上輸送　/　航空輸送

8 貨物海上保険 貨物海上保険の基本条件　/　貿易保険(輸出手形保険）とPL保険

9 貿易保険等 貨物海上保険の基本条件　/　貿易保険(輸出手形保険）とPL保険

10 代金決済 荷為替手形による決済　/　送金決済

11 輸出手続 船積みから輸出代金の回収

12 輸入手続 船積通知の受領から貨物の引取り

13 外国為替 為替変動リスクの回避

14 国際貿易体制の基礎知識 WTOと日本の貿易関連法　/　貿易と環境

15 期末考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

貿易実務検定C級程度の知識の習得 出席状況、受講態度50％　　期末考査50％　　



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（マーチャンダイジング） 福田誠一 ○

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 マーチャンダイジングの戦略的展開

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「マーチャンダイジング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 マーチャンダイジングサイクルの実践

3 基本講義 マーチャンダイジング戦略の概論（１）

4 基本講義 マーチャンダイジング戦略の概論（２）

5 基本講義 商品計画の策定と商品予算の実施（１）

6 基本講義 商品計画の策定と商品予算の実施（２）

7 基本講義 商品計画並びに販売管理の戦略的策定（１）

8 基本講義 商品計画並びに販売管理の戦略的策定（２）

9 基本講義 仕入計画と在庫管理の実務（１）

10 基本講義 仕入計画と在庫管理の実務（２）

11 基本講義 戦略的商品管理の実務（１）

12 基本講義 戦略的商品管理の実務（２）

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（マーケティング） 福田誠一 ○

選択授業 講義・演習 2 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 小売業のマイクロマーケティング戦略の実践（１）

2026年度生から：【単位数】　「講義・演習」は1コマの授業で2単位／「実験・実習・実技」は1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの社内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「マーチャンダイジング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 小売業のマイクロマーケティング戦略の実践（２）

3 基本講義 小売業のマーケティングの種類と特徴

4 基本講義 ライフスタイルの変化とマーケティング戦略

5 基本講義 顧客戦略の実際（１）

6 基本講義 顧客戦略の実際（２）

7 基本講義 マーケティングリサーチの実際

8 基本講義 出店戦略と商圏分析の実際（１）

9 基本講義 出店戦略と商圏分析の実際（２）

10 基本講義 販売促進とプライシングの戦略的展開（１）

11 基本講義 販売促進とプライシングの戦略的展開（２）

12 基本講義 流通マーケティング戦略の実践

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



オリエンテーション 自己紹介、SPI概要、適性診断

SPI① SPI模擬テスト（非言語）実施、適性診断結果の通知と見方について

SPI② （非言語）推論と資料の読み取り

SPI③ （非言語）確率、速さ、食塩水他

SPI④ （言語）同意語/範囲後、二語の関係、敬語、ことわざ

時事問題① 時事問題テストと解説

時事問題② 時事問題テストと解説

時事問題③ 時事問題テストと解説

時事問題③ 時事問題テストと解説

時事問題③ 時事問題テストと解説

ロジカルコミュニケーション① ロジカルシンキングの重要性、「問題解決」「意思決定」「優先順位」の3つの基本構成、レポート提出

ロジカルコミュニケーション② グループワーク、レポート提出

ロジカルコミュニケーション③ タスクの分解（論理的な手法を用いた、課題解決）、レポート提出

ロジカルコミュニケーション④ 表現（報告、依頼、相談、提案）の基本理解、レポート提出

定期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

教養Ⅲ 馬場裕 〇

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

物流系の民間企業で海外担当として従事。内5年間は海外赴任　その後大学教員に転身。

企業の人材育成と大学でのキャリア教育の経験を活かし、人的資源管理論などを指導する。

□ 授業科目の概要

前半は、就職活動に向け、SPI対策、時事問題への理解を深める。

後半は、ロジカルコミュニケーションを中心とした、論理的思考力の向上を目指す。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

就職内定を確保すべく、基礎力の向上 　出席：30％、授業態度：30％、定期考査：40％

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスコミュニケーションⅢ キャリアサポートセンター ○

選択授業 講義・演習 1 2×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

人事担当としての実務経験を活かし、企業が重視する評価ポイントを的確に伝えるとともに、面接対応や履歴書の作成について、

具体的な成功事例や改善点を交えながら丁寧に指導します。自己理解を深め、戦略的な就職活動につなげる授業を展開します。

□ 授業科目の概要

１年後期からの準備を踏まえて、実際に就職活動を行っていく。学生一人一人が現在の自分の就職活動状況に合わせ活動を行い、

個別の面談も並行して行っていく。時には企業を呼び説明会を行うなど、就職決定に向けた実践的な授業を行う。

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

2 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

3 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

4 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

5 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

6 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

7 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

8 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

9 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

10 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

11 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

12 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

13 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

14 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

15 就職対策講義 講義をしながら就職対策を実践的に行っていく。企業に来ていただき説明をしていただく。

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

①就職決定を到達目標とする 試験50%　課題50%　出席状況・授業態度100%

②また、全学生が、授業課題と試験をクリアすること



授業ガイダンス MOSとは、フォルダ作成、TPとは

MOS PowerPoint対策 TP、事前学習データ

MOS PowerPoint対策 出題範囲１・模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲２・模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲１・２模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲３・模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲4・模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲３・４模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲５・模擬

MOS PowerPoint対策 出題範囲１～５模擬

MOS PowerPoint対策 模擬練習問題１～５

MOS PowerPoint対策 模擬練習問題１～５

MOS PowerPoint対策 模擬練習問題１～５

MOS PowerPoint対策 模擬練習問題１～５

後期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

MOS演習Ⅰ 平野五月 〇

選択授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

マイクロソフトオフィシャルトレーナーとして、企業研修や企業セミナー、インストラクター養成講座を10年行っていた経験を踏まえ、 

MOS演習の指導にあたる

□ 授業科目の概要

実戦で役立つ「PowerPoint」の基礎知識を養う。

MOSの資格取得を通して、実務で役立つPowerPointのスキルを習得する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

MOS「PowerPoint」　スペシャリスト取得 模擬試験レポート80％　出席状況10％　授業態度10％

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



演習１ 商業簿記（簿記一巡）工業簿記（勘定連絡）

演習2 商業簿記（商品売買）工業簿記（個別原価計算）

演習3 商業簿記（現金預金・金銭債権）工業簿記（部門別個別原価計算）

演習4 商業簿記（有価証券）工業簿記（総合原価計算）

演習5 商業簿記（固定資産）工業簿記（標準原価計算）

演習6 商業簿記（負債・純資産）工業簿記（直接原価計算）

演習7 模擬試験問題１、リース会計

演習8 模擬試験問題２、外貨建会計

演習9 模擬試験問題３、税効果会計

演習10 模擬試験問題４、本支店会計

演習11 模擬試験問題５、連結会計

演習12 模擬試験問題６、連結会計

演習13 模擬試験問題７、連結会計

演習14 総まとめ

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記2級演習Ⅰ 柴野宏行 〇

選択授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

税理士として顧問先の税務や経営指導を行っている教員が、

簿記会計の基礎知識、株式会社の会計を中心とした応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

日商簿記検定2級合格を目標として演習を行う。

前半は個別論点別の演習、後半は模擬試験問題の演習を行う。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

日商簿記検定2級合格レベル 定期試験60％　平常点40％
なお、平常点については、授業遅刻回数・提出物の適否・授業態度等を勘案して適宜減点する。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



オリエンテーション 実力診断テスト、自己採点、授業の進め方等の説明

テスト形式演習① ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習② ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習③ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習④ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑤ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑥ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⓻ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑧ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑨ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑩ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑪ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑪ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト形式演習⑪ ６０分演習、自己採点、解説、テーマ別弱点補強

テスト ６０分テスト２セット

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記3級演習Ⅰ 柴野宏行 〇

選択授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

税理士として顧問先の税務や経営指導を行っている教員が、

簿記会計の基礎知識、株式会社の会計を中心とした応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

日商簿記３級の取得に向けたテスト形式演習授業

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

日商簿記検定3級合格レベル 定期試験60％　平常点40％
なお、平常点については、授業遅刻回数・提出物の適否・授業態度等を勘案して適宜減点する。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



オリエンテーション オリエンテーション

会社法（株式会社） 株式会社、株主総会

会社法（会社の機関） 取締役および取締役会、委員会

会社法（Ｍ＆Ａ） 企業結合、業務提携

契約 請負契約・委任契約・寄託契約

知的財産権 特許権、実用新案権、商標権、意匠権・著作権

担保 抵当権、人的・物的担保、相殺

強制執行 仮差押え、仮処分、破産手続、会社更生手続き

独占禁止法 私的独占、不当な取引制限、下請法

消費者保護法 消費者契約法、特定商取引法

その他法律 製造物責任法、個人情報保護法

労働法、民事訴訟 労災保険、雇用保険、訴訟手続き

国際法 アメリカの法制度、準拠法

（調整回）

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネス実務法務Ⅱ 齊藤尚仁 ○

講師の企業勤務時代の経営企画部門での経験、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の経験を授業のなかに交えることで、

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

7

ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウの習得を図る。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

2

3

4

5

6

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ビジネス現場において、コンプライアンス上の問題があるかを ①考査試験では、講義内で触れた基礎的内容を中心に出題。知識問題（マークシート、記述）70％、

察知できる能力習得を目指す。 文章問題30％の合計100点で実施。②出席状況は、全１３回中100％の出席で10ポイント、

95％以上（12回）の出席で7ポイント、90％以上（11回）の出席で5ポイントを評価点とする



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネス企画Ⅰ 市丸聡子 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 講師自己紹介、「２１世紀アカデメイア　ビジネスプランコンテスト」「キャンパスベンチャーグランプリ」の概要説明、
テーマ・チーム決めの方法

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、経営コンサルタンティング会社に10年勤務し、新規事業開発、企業向けマナー/営業研修、集客支援等の実績を踏まえ、

ビジネスの現場で必要な知識を講義する

□ 授業科目の概要

チームに分かれて、新ビジネスの企画を作成する。

グループワークとフィールドワークを中心とし、10月開催の「２１世紀アカデメイア　ビジネスプランコンテスト」に応募する。

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

2 コンテスト理解 審査基準、2023年度「２１世紀アカデメイア　ビジネスプランコンテスト」の動画視聴

3 購買心理 顧客はどのような心理で商品・サービスを購入するか→新規性、独創性

4 データの読み取り 多数の飲食業界データを読み解きながら、「自分が飲食店を作るとしたら、どんな飲食店？」→ターゲット選定

5 企画テーマ検討 チームに分かれてビジネスプランテーマを検討

6 企画テーマ決定 チームごとのビジネスプランテーマ決定

7 準備・計画の作成 現状分析、課題把握、業界データ等、必要な基礎データの洗い出し、役割分担、スケジュール作成

8 販売促進 リアル・ネットでの販売促進や広告宣伝の手法、実際の金額など、事例講義

9 フィールドワーク、データ分析 チームに分かれてフィールドワーク、データ分析

10 中間まとめ 中間発表に向け、資料作成、プレゼンテーション準備

11 中間発表 中間発表とリフレクション（具体的な改善指示ではなく、考え方、進め方を中心）

12 プラン作成 プラン詳細まとめと、「２１世紀アカデメイア　ビジネスプランコンテスト」審査基準に沿った資料、プレゼンテーション練
習

13 プラン作成 プラン詳細まとめと、「２１世紀アカデメイア　ビジネスプランコンテスト」審査基準に沿った資料、プレゼンテーション練
習

14 プラン発表 プラン発表をもって、考査の表かとする

15 プラン発表 プラン発表をもって、考査の表かとする

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

チームワーク、コミュニケーション力の向上 　出席率：30％、授業態度：30％、企画内容と貢献度：40％

プレゼンテーション力、論理的思考の向上



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 ２年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネス経済・時事 増田勝則 〇

選択授業 講義・演習 1 2×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 情報リテラシーとは？ 講師の紹介。経済ニュースを読み解く。情報リテラシーの必要性。各講座で一週間のニュース、トレンド分析、解
説。

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

□ 授業科目の概要

ビジネスの基礎となる経済や時事の重要なポイントを学ぶ。経済指数や市場の動向に焦点をあて、現代のビジネスでの意思決定に必要

な知識を、身につける。最新の情報を取り入れ、変化する環境で柔軟かつ戦略的なアプローチを学ぶ。社会人としての雑談力を身につけ

るための基礎を学ぶ。

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

2 ①変化する社会世の中の動きを
知る

将来を考える5つの環境変化「日本、世界、技術、労働、企業」の5つの面で変化を観測。※教科書より「雑談の
必要性」

3 ②変化する社会世の中の動きを
知る

持続可能な発展。企業の価値と評価が大きく変わる。「ESG、SDGｓが企業に与える影響」※教科書より「敬語
の重要性と聞きやすい会話術」

4 ③変化する社会世の中の動きを
知る

AIの脅威。すべてのものがインターネットでつながるloT技術を活用した社会に変化。※教科書より「雑談のネタ集
め」話題作り。

5 ①ハンバーガーから学ぶ ハンバーガーが生み出す経済効果。「値上げ巧みなハンバーガー、価格は20年で3割上昇」消費者物価指数っ
て？※教科書より「日経電子版という情報ツール」

6 ②ハンバーガーから学ぶ 「為替」通貨の価値に地域差！（スイスの物価が高い理由は？）意外と知られていないユニークな経済指数。※
教科書より「仕掛ける雑談の作り方」

7 ③ハンバーガーから学ぶ 「生産」→消費されるまでは、いろいろな学問が組み合わされている。※教科書より「雑談の実例を紹介」

8 ④ハンバーガーから学ぶ テンプレップ「TNPREP」の法則。TNPREP法で一例をあげてみましょう。決算には様々な利益が。

9 注目されるインバウンド インバウンド需要は日本の国内消費額における減少分をカバーできると期待。直接的な経済活性だけでなく、間接
的経済活性も生む。※教科書より「答えを導く質問法」

10 身近な税金について 私たちが暮らす社会には、たくさんの種類の税があります。どんな税金をどうやって納めているか？※教科書より「すぐ
に使える雑談ネタ帳」

11 ①知っておきたいキーワード 日本と世界を動かすキーパーソン　ビジネスを変える最新キーワード

12 ②知っておきたいキーワード 日本と世界を動かすキーパーソン　ビジネスを変える最新キーワード

13 期末試験 3回の小テストと教科書の内容から実施。4択問題と記述問題。

14 振り返り・試験解説 期末試験の解説。前期講義の振り返り。

15

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

経済の基本原則を理解し、最新の時事問題に対する洞察を深め 試験70%　課題10%　出席状況・授業態度20%

実際のビジネス状況で応用できるようになる。



企業行動 完全競争市場における企業行動の分析、費用関数、平均費用、平均可変費用

消費者行動 無差別曲線、予算制約、需要の所得弾力性、代替財と補完財

スルツキー分解 最適消費点、価格効果、代替効果、所得効果、上級財、下級財、ギッフェン財

市場均衡と余剰分析 消費者余剰、生産者余剰、死荷重、社会的総余剰、政府余剰

不完全競争市場 独占、限界収入曲線、寡占、ゲーム理論、独占的競争、期待効用仮説

国際貿易 自由貿易均衡、関税による死荷重、自由貿易協定、比較生産費説

市場の失敗 外部効果、外部経済と不経済、情報の非対称、公共財、費用逓減産業

マクロ経済学概観 国民所得、GDP、経済指標、物価指数、インフレーションとデフレーション

45度線分析、IS曲線 三面等価の原則、均衡国民所得、投資関数、利子率、IS曲線、財政政策

LM曲線、IS-LM分析 金融政策、貨幣需要と貨幣供給、貯蓄現金比率、量的緩和、マネーサプライ

国際収支 為替レートの変化要因、資本収支と経常収支、マンデルフレミングモデル、BP曲線

AD-AS分析 総需要と総供給、労働市場、古典派とケインズ学派

他経済理論 消費の理論、投資の理論、金融政策、成長理論

総まとめ ミクロ経済学、マクロ経済学

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

経済学・経済政策 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業経営事例、経営分析の講義を行う

□ 授業科目の概要

ビジネスマンとして必要な経済学の基本知識を身につける 合わせて中小企業診断士1次試験、経済学経済政策の合格を目指す

ミクロ経済学、マクロ経済学について基本的な知識を身につける

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

中小企業診断士1次、経済学経済政策合格 試験素点×0.6＋学習態度・学習努力

90以上S、80以上A、70以上B、60以上C、59以下D

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



法律概論、民法 法律の分類、法律行為、権利と能力、代理、時効、保証契約、債権者代位権

債権・契約 債権の基礎知識、契約の種類、債務不履行、典型契約、損害賠償

損害賠償責任、物権、相続 不法行為、契約不適合責任、不当利得、物権、相続、経営承継円滑化法

会社法 個人と企業、事業の開始手続き、出資者責任

株式会社 株式会社分類、機関、機関設計、株式譲渡制限会社、大会社、委員会設置会社

株式等 株式、新株予約券、社債、会社の計算、持分会社

組織再編 事業譲渡、合併、株式交換・移転・交付、会社分割、組合、債権者保護手続き

資本市場 株式上場、証券市場の種類、金融商品取引法、情報開示、有価証券報告書

倒産法制 破産法、民事再生法、会社更生法、特別清算

産業財産権 特許法、実用新案権法、意匠法、商標法、保護期間、出願手続き

知的財産権 著作権法、不正競争防止法、ライセンス契約

その他の法律 消費者保護法、独占禁止法、製造物責任法

国際取引 国際契約、紛争処理、通則法、インコタームズ、最密接関係地法

総まとめ 民法、会社法、金融商品取引法、倒産法制、知的財産権法、その他の法律

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

経営法務 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業経営事例、経営分析の講義を行う

□ 授業科目の概要

ビジネスマンとして必要な経済学の基本知識を身につける 合わせて中小企業診断士1次試験、経済学経済政策の合格を目指す

会社法、民法、知的財産権法、金融商品取引法、倒産法制、その他ビジネスに必要な法律を学ぶ

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

中小企業診断士1次試験、経営法務合格 試験素点×0.6＋学習態度・学習努力

90以上S、80以上A、70以上B、60以上C、59以下D

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



オリエンテーション オリエンテーション

求人票の見方① 労働契約法

求人票の見方② 労働基準法（労働時間、残業時間、休憩・休日等）

求人票の見方③ 労働基準法（基本給、諸手当、退職金等）

求人票の見方④ 労働諸法（労災法、男女雇用均等法、安衛法等）

募集要項と業種の特徴① 小売業

募集要項と業種の特徴② 卸売業（商社）

募集要項と業種の特徴③ サービス業（飲食、美容、コンサルタント等）

募集要項と業種の特徴④ IT業

募集要項と業種の特徴⑤ 不動産業（賃貸・販売）

募集要項と業種の特徴⑥ 製造業

（調整回） （調整回）

グループワーク 調査・発表

総まとめ

レポート

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

企業研究Ⅲ 齊藤尚仁 ○

職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として企業経営分野における実務に関する知識の習得をねらう。

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

7

本授業は、就職活動の際に初めて目にするエントリーシートを通じて、雇用契約の着眼点を実際の企業の募集要項をみながら講師が解説していく。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

2

3

4

5

6

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

8

9

10

11

12

13

14

15

16

企業の募集要項を一人で読めて、分析できるようになる。 レポート内容と出席率、講義態度を総合的に判断し評価する。



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

地方創生論 町田萌 〇

選択授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 地方創生を深堀していく 地方創生とは/地方衰退が招く「負のスパイラル」と国力への影響/地方創生の具体的活動/地方創生×社会課題解決の起業

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師はFPサテライト(株)で地方創生に関する事業を8年間行い、内閣府の「地テレ共創ハブ」へ参画し

た。その後、北海道帯広市で第二創業して展開する地方ビジネスのリアルな体験をもとに講義を行う。

□ 授業科目の概要

授業内容はオンラインを主体とし、対面による授業も実施する。授業後はリアクションペーパーによる

理解度を確認し、課題を毎回提出してもらう。課題提出については単位・評価にも直結する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 起業・経営は情報が命 実際に地方に行ってみよう/旅から何を学び起業に活かすのか/地方に行くと何が見えるのか/情報の取り方

3 地方創生に関連するワードを学ぶ ふるさと納税/ワーケーション/関係人口/グリーンツーリズム/オーバーツーリズム/SDGs

4
地方・都市で起業するそれぞれの
メリット・デメリット

地方と都市部での起業環境の違いを知る/地方起業の課題点/都市部起業の課題点

5 地域資源の発掘と価値化 住民が気づかない「地域の資産」の見つけ方/地方の歴史・政治・経済を知る/弱みを強みに変える逆転の発想

6 デジタルトランスフォーメーション(DX)と持続
可能な経営（SDGsと地域貢献）

地方経営こそITが必要な理由/業務効率化と遠隔地顧客へのアプローチ/AI活用の可能性/利益と地域貢献の両立/10年後にその地域が
どう良くなっているかを描くバックキャスティング思考

7
地域ブランディングとPR戦略に活
かす関係人口とコミュニティ経営

ストーリーテリングの技法/SNSやWebを活用した「ファン」の作り方/広告費をかけない広報戦略/移住者や観光客ではない「関わり
続ける人」を増やす仕組み/コミュニティがビジネスのインフラになる理由

8 地方での資金調達と財務計画 地方銀行との付き合い方/自治体の支援/補助金・助成金の活用と依存のリスク/クラウドファンディングの活用

9 パーパスと企業理念 なぜ起業したいのかを言語化する/経営ポリシーを言語化する/経営者マインドの醸成

10 ローカル・ビジネスモデル構築(1) 地方でのスモールスタート戦略/低コスト・低リスクでの起業術/地域特化型サブスクリプション等の事例

11 ローカル・ビジネスモデル構築(2) マネタイズの本質を学ぶ/地域外から外貨を稼ぐ（外需）のか/地域内で経済を循環させる（内需）のかの戦略設計

12 地場産業の承継とイノベーション
事業承継・M＆Aを学ぶ/地域合意形成とネットワーキング地方特有の人間関係（地縁）のマネジメント/反対勢力との向き合い方と協
力者の巻き込み方

13
実現可能な事業計画書（ビジネス
モデル）の骨子を構築

地方創生論で学んだ事を軸に実現可能な事業計画書を構築する。

14
事業計画（ビジネス）の発表と
フィードバック

事業計画を発表、フィードバックによる実践への落とし込みをする。

15 前期考査

起業を目指す。

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

地方創生を理解し起業・経営の基礎を身に着け、



中小企業概論 中小企業の定義、中小企業の特徴、中小企業の位置づけ

中小企業の概況 企業数、従業員数、業種別構造、財務状況、開廃業率

中小企業白書第1部 2019年度中小企業・小規模企業の動向、売上高、付加価値額

中小企業白書第2部 新たな価値を生み出す中小企業、労働生産性、無形資産の活用、受託下請企業

中小企業白書第2部 新型コロナ感染拡大の影響と対応、価格転嫁、事業承継

小規模企業白書 小規模企業の動向と取り組み、企業数、従業員数、売上高、付加価値額

中小企業政策の基本 中小企業基本法、中小企業憲章、小規模企業振興法

中小企業施策　資金供給 政府系金融機関、信用保証制度、中小企業投資育成株式会社、軽減税制

経営強化法に基づく支援 経営革新計画、経営力向上計画、事業継続力強化計画

新たな事業活動の支援 地域未来投資促進法、農商工連携促進法、ものづくり支援、創業融資制度

経営基盤の強化 中小企業支援法、高度化事業、中小企業組合、下請企業支援、労働力確保対策

環境変化への対応 経営承継円滑化法、産業競争力強化法、事業継続計画、倒産防止共済

小規模企業対策 小規模企業支援法、小規模企業共済、経営改善、マル経融資

総まとめ 中小企業白書、小規模企業白書、中小企業基本法、中小企業施策

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

中小企業経営・中小企業政策 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業経営事例、経営分析の講義を行う

□ 授業科目の概要

中小企業白書、中小企業施策総覧、小規模企業白書の内容を学習し、中小企業の現状、課題を把握する

合わせて中小企業診断士1次試験、中小企業経営政策の合格を目指す

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

中小企業診断士1次試験、中小企業経営政策合格 試験素点×0.6＋学習態度・学習努力

90以上S、80以上A、70以上B、60以上C、59以下D

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



オリエンテーション 事業計画概要

経営戦略 SWOT分析

経営戦略 ビジネスコンセプト・ドメイン

経営戦略 競争戦略・成長戦略

マーケティング戦略 STP（セグメンテーション・ターゲティング・ポジショニング）

マーケティング戦略 価格・製品戦略

マーケティング戦略 立地戦略

財務・会計戦略 PL　（売上拡大、損益分岐点文責）

財務・会計戦略 BS（資金調達）

財務・会計戦略 事業計画（飲食店開業計画）

財務・会計戦略 事業計画（不動産店開業計画）

財務・会計戦略 事業計画（ネット通販店開業計画）

グループワーク 調査・発表

総まとめ 考査前まとめ

後期考査 レポート

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

起業論Ⅲ 齊藤尚仁 ○

前年習得した「競争戦略」を中心とした経営戦略をベースにして、（１）資金調達（BS）、（２）付加価値向上（PL）、

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

選択授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

7

（３）資金繰り（CF）まで、会社を経営するにあたり財務の知識を、講師が携わったコンサルタント実例、著名な事例を交えながら講義する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1

2

3

4

5

6

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

8

9

10

11

12

13

14

15

16

資金調達のための、事業計画が作成できる ①講義を通じて習得した知識をもとに、自分の考えを加味したレポートを最終講義時間に作成（４段階で相対評価）。

②夏休み期間中に、講師より課題を与えレポートを提出。レポート内容により、4段階で相対評価。

③①、②に加え、出席状況、講義内での態度等を総合的に加味し、評価を行う



イントロダクション

日本の企業経営の歴史① 概説：幕末から明治前期の経済。

日本の企業経営の歴史② 経営者の誕生：明治から昭和の経営者。

日本の企業経営の歴史③  戦後の日本経営のありかた。高度経済成長期から現代の経営手法。

企業経営とは何か① 初めて学ぶ日本の経営概論。

企業経営とは何か② 社会と経営：企業経営と社会の結びつきを知る。

日本の企業システム① 日本の企業システムの特徴。

日本の企業システム② 日本の企業システムと海外の比較。

ベンチャー企業の経営① ベンチャー企業経営の特徴と課題。

ベンチャー企業の経営② ベンチャー企業の展望。

企業経営（事例考察）① EC事業会社をテーマにケーススタディ。2社程度予定。

企業経営（事例考察）② 注目するスタートアップ企業を考察する。2社程度

国際比較（米国編） 米国と日本の企業経営の特徴を比較検討。

国際比較（ヨーロッパ編） 特にドイツ、イギリス企業と日本企業の特徴を比較検討。

前期のまとめ 前期授業の重要ポイントに絞ったまとめ。

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

日本の企業経営Ⅰ 倉原照幸 〇

本授業は、「日本の企業経営」の理論と実践を体系的に学ぶことによって、実社会に出た時に役立つ「実学」を重視した授業を展開いたします。

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

選択授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

□ 授業科目の概要

7

また、昨今は、企業のグローバル化が進む中で、「日本の企業経営」と「海外の企業経営」を対比しながら、時代に即応した企業経営を学んでいきます。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

1 授業のすすめ方、評価の仕方について説明し、授業終了時の到達目標などを提示する。
現行、起きている社会状況を企業経営の立場から考察する。

2

3

4

5

6

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1、日本の企業経営のこれまでの歴史の考察を出来ること。 ⑴課題レポートの提出（70％）

2、日本の企業システムと経営管理について理解出来ること。 ⑵期末テスト（30％）
3、国際比較を通じて、日本の企業経営の相違性を検証出来ること。



取引の処理（1） 商品売買

取引の処理（2） 現金預金

取引の処理（3） 金銭債権

取引の処理（4） 有価証券

取引の処理（5） 固定資産・リース会計

取引の処理（6） 引当金・外貨建取引

取引の処理（7） 株式会社

取引の処理（8） 課税所得・税効果会計

決算手続 精算表・財務諸表

本支店会計 内部取引・財務諸表

連結財務諸表 資本連結（1）

連結財務諸表 資本連結（2）

連結財務諸表 成果連結（1）

連結財務諸表 成果連結（2）

前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

商業簿記Ⅱ 柴野宏行 〇

選択授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

税理士として顧問先の税務や経営指導を行っている教員が、

簿記会計の基礎知識、株式会社の会計を中心とした応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

株式会社の会計を中心として応用レベルの取引の処理及び決算手続を学習する。

日商簿記検定2級商業簿記レベルの実力を身に付けることを目標とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

日商簿記検定2級商業簿記レベル 定期試験60％　平常点40％
なお、平常点については、授業遅刻回数・提出物の適否・授業態度等を勘案して適宜減点する。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



ライフプランニング ガイダンス/テキスト：FPの基礎～住宅取得プランニング

ライフプランニング テキスト：教育資金プランニング～公的年金

ライフプランニング テキスト：老齢基礎年金～企業年金

タックスプランニング テキスト：所得税の基礎知識～損益通算

タックスプランニング テキスト：所得控除～申告納付

リスク管理 テキスト:保険の基礎知識～生命保険と税金

リスク管理 テキスト:法人契約の生命保険～保険証書の見方と保険の見直し

金融資産運用 テキスト:経済・金融の基礎知識～貯蓄商品

金融資産運用 テキスト:債券～投資信託

金融資産運用 テキスト:金融商品と税金～ポートフォリオとデリバティブ取引

不動産 テキスト:不動産の登記と評価～不動産に関する法令

不動産 テキスト:不動産の取得と保有にかかる税金～不動産の有効活用

相続・事業承継 テキスト:贈与税の基本～相続の基礎知識

相続・事業承継 テキスト:遺言と遺留分～相続税の計算

相続・事業承継/前期考査 9:20～テキスト:財産評価/11:00～前期考査

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

FPベーシックⅡ 岩本雄一 ○

基本授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

元広告マンなので、FPに関連する実務経験は特にありませんが、相談案件の実行支援などで、各専門家連携を取ってきました。

あえていうならば、住宅展示場を手掛ける際に、土地における各種申請をすることはありました。

□ 授業科目の概要

FP金融リテラシーを身につける

3級資格テキストを使い、資格取得やFP知識が生活でどのように関わっているのかを理解する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

FP3級技能士合格 　試験50％　授業態度：40％　出席状況10％

　試験の点数、授業に対するやる気を最重視します。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



HTMLとは HMTLとはなにかについて学習。HTMLとCSSを使用してどのように作業をしていくかを簡単に練習。

HTML基本 HTMLの基本的な入力方法、機能などを学習。

HTML基本 その２ ファイルパス、ページ同士オンリンクについて学習。

CSS基本 CSSの基本的な入力方法、機能などを学習。

CSS基本 その２ idやclassなどのセレクタを学習。

HTML、CSS 応用 HTMLとCSSについて、さらに詳しい内容を学習。

HTML、CSS 応用 HTMLとCSSについて、さらに詳しい内容を学習。

Webサイト制作01 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

Webサイト制作01 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

Webサイト制作01 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

Webサイト制作02 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

Webサイト制作02 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

Webサイト制作02 HTMLとCSSによるWebサイトの制作

前期課題 課題制作

前期考査 テスト

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ＨＴＭＬⅠ 深田徹 ○

基本授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当教員は、デザイン事務所勤務を経て現在はフリーランスのデザイナーとしてWebデザイン、グラフィックデザイン、イラスト、DTPなど

各種デザインを行っている。それらの実務経験に基づいてWebデザインのスキルを身につける授業を行う。

□ 授業科目の概要

・HTML,CSSの基本的な使い方を学習する。　・簡単なWEBサイトが作成できるスキルを習得する。

・Webデザインに限らずPC全般の操作のスキルアップも目指す。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

自分でHTMLとCSSを入力できるようにする。 課題、授業態度、出席率等

簡単なWebサイトを作れるようにする。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



貿易取引の全体像 貿易取引の種類について

市場調査・契約の成立 市場調査・取引交渉・信用調査

信用状 信用状の基礎と実務・信用状の不一致

インコタームズ インコタームズ11種類の解説

貿易運送 海上輸送・航空輸送・複合輸送

貨物海上保険 貨物海上保険の内容

貿易保険・ＰＬ保険 貿易保険・ＰＬ保険の解説

代金決済 荷為替手形決済と送金決済

輸出実務 輸出貿易管理・輸出通関・輸出代金の回収

輸入実務 輸入貿易管理・貨物の荷受け・輸入通関

輸出入貨物の規制 輸出入してはらない貨物

外国為替 外国為替相場・為替変動リスクの回避

国際貿易体制 貿易と環境

総復習 総復習

前期試験

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

貿易実務Ⅱ 星野敦 ○

基本授業 講義・演習 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は日本通運株式会社に８年６ヶ月勤務し、その間、輸入通関業務を担当した経験を踏まえ、通関士の実務について講義を行う。

□ 授業科目の概要

契約、運送、保険、通関、外国為替等、貿易実務の基礎を固める。

貿易実務の基礎を固め、貿易実務検定Ｃ級取得を目標とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

貿易実務の基礎を固め、貿易実務検定 試験60%,授業態度40％

Ｃ級取得を目標とする。

14

15

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ＡＩリテラシーⅠ 遠藤優一 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエン、AI定義、AI分野で議論
される問題

G検定試験の概要（オンライン＆会場）、AI定義、AI分野で議論される問題（身体性、シンボルグランディング
問題他）

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当教員は銀行、中堅企業での長年の現場経験を基に、JDLA主催のAIハッカソンに参戦したり、大学ではデータから価値を創出し、 

ビジネス課題に答え出す「AIプロデューサー」を志す学生向けの講師を務めている。こうした実務経験を活かしたAIリテラシーの授業を展開する。

□ 授業科目の概要

G検定シラバスの目標/キーワードに沿って解説。

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

2 AIをめぐる動向 探索・推論（第１次AIブーム）、知識表現とエキスパートシステム（第２次AIブーム）

3 機械学習の概要（1/3） 機械学習（第３次AIブーム）、ディープラーニング、教師あり学習（1/2）

4 機械学習の概要（2/3） 教師あり学習（2/2）、教師なし学習、

5 機械学習の概要（3/3） 強化学習、モデルの選択・評価

6 ディープラーニングの概要 誤差逆伝播法、最適化手法、誤算関数、活性化関数、正則化

7 ディープラーニングの要素技術
（1/2） CNN、RNN

8 ディープラーニングの要素技術
（2/2） Attention、オートエンコーダ、データ拡張

9 ディープラーニングの応用例
（1/4） 画像認識、転移学習・ファインチューニング

10 ディープラーニングの応用例
（2/4） 自然言語処理、音声処理

11 ディープラーニングの応用例
（3/4） 深層強化学習、マルチモーダル

12 ディープラーニングの応用例
（4/4） データ生成、モデルの解釈性、モデルの軽量化

13 AI社会実装に向けて AIプロジェクトの進め方、データの収集・加工・分析・学習

14 法律・倫理 AIに関する法律と契約、AI倫理・AIガバナンス

15 期末考査

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

G検定シラバスのキーワードを習得 出欠状況と前期考査で総合判断



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 前期 経営学科 ２年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスコミュニケーションⅢ 瀧田　崇

選択授業 講義・演習 1 2時限×15 2時限＝90分=１コマ
4時限＝120分=２コマ

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 留学生の就労 就職活動を進める上で必要な在留資格に関する知識を学ぶ

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

□ 授業科目の概要

１年時後期から引き続き、留学生の国内就労に必要な、日本独特の就活文化に対応するための基本的な知識を学び、

ロープレなどを交えながら自力でしか解決できない就活での各場面に対応するための能力を涵養する

□ 授業の計画

週 項目 授業概要

2 企業説明会参加の心構え 企業説明会参加時の心構えや注意事項の解説

3 求人票の読み方 求人票記載事項の説明と、企業側のホンネを読み取る

4 就活に必要な「印象」について １年次で学んだスーツ着こなしの再確認および、好印象を得るためのテクニックについて学ぶ

5 面接① 段階別の面接の意義を、企業側の視点を中心に解説し、受け答えのための基礎知識を学ぶ

6 面接② 面接の種類やその対応策について学ぶ

7 面接③ 面接の受け答えについて、特に留学生が陥りやすい日本語ニュアンスや所作について、ロープレを交えながら学ぶ

8 面接④ 面接の場面で起きたアクシデントについてのケーススタディ

9 企業への連絡 各段階での企業とのメールや電話でのやりとりにおいて、特に留学生が陥りやすい日本語ニュアンスをケーススタディ
を交えながら学ぶ

10 内定後のこと 内定後に求められる振る舞い、内定辞退について学ぶ

11 日本/日系企業で働くとは 日本の企業文化を紹介し、就労後求められる「日本で働くための考え方」について学ぶ

12 日本企業における外国人社員 卒業生事例を中心に、入社後の諸問題についてのケーススタディを行う

13 校内企業説明会予備日 15コマ内で行われるキャリアサポートセンター誘致企業の校内説明会実施（日程未定）

14 国内就労にあたって 内定後の手続きや在留資格変更を含めた、関連する入管法の項目などを理解する

15 前期期末試験

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

卒業（就職）後を見据え、企業が求める人材としての振る舞いを学び、真に国内企業に定着できる人材としての素養を涵養する 試験50%　課題25%　出席状況・授業態度25%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

教養Ⅳ 馬場　裕 〇

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション ２年前期までの振り返り、２年後期も目標設定、卒業までの単位確認

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

物流系の民間企業で海外担当として従事。内5年間は海外赴任　その後大学教員に転身。

企業の人材育成と大学でのキャリア教育の経験を活かし、人的資源管理論などを指導する。

□ 授業科目の概要

間近に迫った卒業後すぐに求められるビジネスマナーについて、１年次に学んだ知識を応用し、より実践的な力を身につける

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 HR 授業についての概要・目標説明、ビジネスマナーレベルチェック

3 ビジネスマナー　復習 ビジネスマナー検定　復習

4 ビジネス文書　復習 ビジネス文書検定　復習

5 ビジネスマナー　実践 敬語①

6 ビジネスマナー　実践 敬語②

7 ビジネスマナー　実践 社内メール

8 ビジネスマナー　実践 社外メール

9 ビジネスマナー　実践 電話対応

10 ビジネスマナー　実践 訪問①

11 ビジネスマナー　実践 訪問②

12 ビジネスマナー　実践 冠婚葬祭

13 ビジネスマナー　実践 文書作成

14 ビジネスマナー　実践 ビジネスマナー　総復習

15 ビジネスマナー　実践 考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

入社後、すぐに必要となるビジネスマナーを身につける 試験40%　出席状況・授業態度60%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスコミュニケーションⅣ 馬場　裕 〇

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ビジネス文章術レッスン 要約力、誤字脱字、わかりやすい文章

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

物流系の民間企業で海外担当として従事。内5年間は海外赴任　その後大学教員に転身。

企業の人材育成と大学でのキャリア教育の経験を活かし、人的資源管理論などを指導する。

□ 授業科目の概要

ビジネスシーンで役立つ文章力向上。（ビジネス文章術）

言葉では簡単に説明できる内容を文章にしたとき、相手に失礼なく、わかりやすく端的にまとめる力を補う。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ビジネス文章術レッスン 敬語の基礎、失礼にならない敬語、敬語を使う

3 文章の基本 絵や地図をわかりやすい文章にする、説明する、説明のコツ

4 文章の基本 句読点の使い方、確実な連絡メモ、アンケートのとりかた

5 文章の基本 伝わる文章の書き方、ビジネスシーンで役立つ言い換え

6 ビジネスメールの基本 ビジネスメール、メールの書き方

7 シンプルな文にする 段取りを考えて連絡する、話し言葉と聞き言葉の違い

8 ビジネス文書の基本 相手に失礼なく依頼する、質問する、ビジネス文書をかく

9 実用的な文書を書く 人を紹介する、説明する、文章を要約する

10 課題 ビジネス文書検定過去問

11 課題 ビジネス文書検定過去問

12 課題 ビジネス文書検定過去問

13 課題 ビジネス文書検定過去問

14 課題 ビジネス文書検定過去問

15 後期考査 総復習課題

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

社会人に必要とされる文章術向上 試験40%　出席状況・授業態度60%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

MOS演習Ⅱ 平野五月 〇

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 自己紹介、授業ガイダンス、MOSの概要説明、タイピングのコツ

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

マイクロソフトオフィシャルトレーナーとして、企業研修や企業セミナー、インストラクター養成講座を10年行っていた経験を踏まえ、 

MOS Excel 365＆2019 Specialist の指導にあたる

□ 授業科目の概要

国際的な資格であるMicrosoft社が認定するMOSを通じて、今後の生活や仕事で活用できる実践力を育成

MOS Excel 365＆2019 Specialist 合格をサポート

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 Excel2019 実務で使いこなすExcelのコツ 1　　データベースを使いこなそう

3 Excel2019 実務で使いこなすExcelのコツ 1　　データベースを使いこなそう

4 Excel2019 実務で使いこなすExcelのコツ 2　　Excel関数の使いこなし

5 Excel2019 実務で使いこなすExcelのコツ 2　　Excel関数の使いこなし

6 Excel2019 実務で使いこなすExcelのコツ 3　　ビジネスツール ダッシュボードを作成してみよう

7 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

8 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

9 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

10 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

11 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

12 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

13 Excel2019 MOS Excel 365＆2019 Specialist 試験対策

14 リフレクション 後期授業振り返り・試験対策

15 考査 後期試験

取り組みながら網羅する

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

MOS試験の出題範囲を演習問題に 試験70%　課題10%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記2級演習Ⅱ 高田清志 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 個別論点再確認 商業簿記　商品売買　現金預金

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、大手銀行に5年間勤務、その後住宅メーカーでの勤務を経て金融コンサルタントとして独立。

宅建士の資格取得から、実務での活用例について享受する。

□ 授業科目の概要

日商簿記検定2級合格を目標として演習を行う。

本試験レベルの問題を６０分で演習し解説をする

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 個別論点再確認 商業簿記　債権　債務

3 個別論点再確認 商業簿記　有価証券⑴

4 個別論点再確認 商業簿記　有価証券⑵

5 個別論点再確認 商業簿記　有価証券⑶

6 個別論点再確認 商業簿記　有形固定資産⑴

7 個別論点再確認 商業簿記　有形固定資産⑵

8 個別論点再確認 商業簿記　有形固定資産⑶

9 個別論点再確認 商業簿記　リース取引　無形固定資産　研究開発費

10 個別論点再確認 商業簿記　引当金　外貨換算会計

11 個別論点再確認 商業簿記　税金　課税所得　税効果会計

12 個別論点再確認 商業簿記　株式の発行　剰余金　配当と処分

13 個別論点再確認 商業簿記　決算手続き　収益費用の認識基準

14 個別論点再確認 商業簿記　本支店会計　合併事業譲渡

15 テスト 小論文　発表

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

日商簿記検定2級合格レベル 毎回の課題レポート提出（７割）　小論文３割



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記3級演習Ⅱ 高田清志 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 簿記演習① テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、大手銀行に5年間勤務、その後住宅メーカーでの勤務を経て金融コンサルタントとして独立。

宅建士の資格取得から、実務での活用例について享受する。

□ 授業科目の概要

本試験レベルの問題を６０分で演習し解説をする

一人でも多く簿記三級合格者を出すための演習授業

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 簿記演習② テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

3 簿記演習③ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

4 簿記演習④ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

5 簿記演習⑤ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

6 簿記演習⑥ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

7 簿記演習⑦ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

8 簿記演習⑧ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

9 簿記演習⑨ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

10 簿記演習⑩ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

11 簿記演習⑪ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

12 簿記演習⑫ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

13 簿記演習⑬ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分

14 簿記演習⑭ テスト形式演習６０分　〇付け解説３０分　半年間の総評

15 テスト その場で簿記に関するテーマを与え、小論文作成

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

日商簿記３級取得 出席Ｍａｘ３０点　テスト１００点



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

簿記1級・財務諸表論 柴野宏行 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 財務諸表論 講義形式

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

税理士として顧問先の税務や経営指導を行っている教員が、

簿記会計の基礎知識、株式会社の会計を中心とした応用レベルの取引の処理及び決算手続について享受する。

□ 授業科目の概要

財務諸表論講義、演習により、日商簿記検定1級の取得をめざす

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 財務諸表論 講義形式

3 財務諸表論 講義形式

4 財務諸表論 講義形式

5 財務諸表論 講義形式

6 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

7 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

8 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

9 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

10 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

11 簿記計算1級 講義形式にて、知識を習得

12 簿記計算1級 演習

13 簿記計算1級 演習

14 簿記計算1級 演習

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

日商簿記検定1級の取得 試験　50％　　　出席状況　50％



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスケーススタディ 樋口好章 ○

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 ファイナンス事例 経営分析

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

企業経営事例、経営分析の講義を行う

□ 授業科目の概要

財務会計の基礎問題・応用問題に取り組み、中小企業診断士２次試験の事例Ⅳ問題に取り組む

コンサルタントのシミュレーション問題に取り組み中小企業診断士２次試験の事例Ⅰ～Ⅲ問題に取り組む

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 ファイナンス事例 損益分岐点分析

3 ファイナンス事例 売上高・利益差異分析

4 ファイナンス事例 キャッシュフロー計算書

5 ファイナンス事例 設備投資の経済性計算

6 ファイナンス事例 証券投資論

7 ファイナンス事例 企業価値の計算

8 ファイナンス事例 為替予約・為替オプション

9 ファイナンス事例 原価計算

10 ファイナンス事例 予想損益計算書

11 ファイナンス事例 総合問題

12 人事・組織に関する事例 組織構造・モチベーション理論

13 マーケティングに関する事例 商品構成・プロモーション戦略

14 生産管理に関する事例 見込み生産と受注生産

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

中小企業診断士２次試験に合格できる実力の養成を目指す 試験60%　課題30%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスプラン 樋口好章 ○

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション ビジネスプラン・事業計画書とは何か、その目的と概要

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、1995以来、経営コンサルタント（中小企業診断士）を勤め、数多くの企業診断、企業支援を実施した経験を下に

ビジネスプラン（事業計画書）の作成方法を学習する

□ 授業科目の概要

起業または既存企業内で新事業を開始する前提で、各自でビジネスプランを考え、事業計画書を作成する

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 グループワーク ４～５人でグループを作り、複数の生徒の共同作業でビジネスプランを作成

3 グループワーク ４～５人でグループを作り、複数の生徒の共同作業でビジネスプランを作成

4 グループワーク ４～５人でグループを作り、複数の生徒の共同作業でビジネスプランを作成

5 グループワーク ビジネスプランを完成し、発表プレゼンテーションを行う

6 個人研究 企業理念。経営ビジョンの作成

7 個人研究 事業コンセプト・ビジネスモデルチャートを作成

8 個人研究 マーケティング戦略を作成

9 個人研究 市場分析・SWOT分析

10 個人研究 月別・年間損益計算書の作成

11 個人研究 初期投資額・資金調達手段の作成

12 個人研究 Key　For　Success・リスクマネジメント計画の作成

13 個人研究 パワーポイントによる事業計画書の作成

14 個人研究 ビジネスプラン発表会

15 個人研究 ビジネスプラン発表会

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

採算性・実現性のあるビジネスプランの作成とプレゼンテーション 試験00%　課題80%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスプレゼンテーションⅠ 馬場裕 〇

基本選択 講義 2 4×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義／演習／実験・実習実技／その他（概要記載）〕

1 オリエンテーション
授業概要

　
授業概要・何を学んでほしいのか？身についけてほしいのか？「伝える力・聴く力」・チーム紹介(PREP法)

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

物流系の民間企業で海外担当として従事。内5年間は海外赴任　その後大学教員に転身。

企業の人材育成と大学でのキャリア教育の経験を活かし、人的資源管理論などを指導する。

□ 授業科目の概要

効果的なプレゼンテーション技術を学ぶことを目的とし、座学と実習を繰り返します。内容の構成法や発声、身体の使い方を習得し、実際にプレゼンテーションを行い、

聞き手に響くメッセージを伝える力を育成し、自身を持って発表できるようアウトプットを重視し、実践的な経験を積んでプレゼンテーションの効果を最大限に引き出します。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 プレゼンテーション構成Ⅰ
内容力を磨くため、具体的な構成「PREP法」を学ぶ・チーム紹介【グループワーク】　※ワールドカフェ方式でデスカッ
ション

3 プレゼンテーション構成Ⅰ
テーマに沿ったプレゼンテーションを行います/聴き手は評価シートにて全チームを評価

4 プレゼンテーション発表Ⅰ
テーマに沿ったプレゼンテーションを行います・2チームごとに対抗プレゼン・聴き手は評価シートにて全チームを評価

5 発声・表情・身体の使い方
フィーラー・クセの改善/パワポ資料作成のコツ

パワポ資料作成のコツ/表現力を磨くため「伝わる発声法」「表情・身体の使い方」を学びます　
無意識に表れる「えー、あのー」などのクセ。どうやったら改善できるかを学びます　(チーム編成→紹介)

6 プレゼンテーション準備Ⅰ 学んできた内容を自由に取り入れ「DESC法」を学ぶ。でテーマに沿って準備を行う　【資料作成・プレゼン準備】

7 プレゼンテーション準備Ⅱ テーマに沿ったプレゼンテーション　【資料作成・プレゼン準備】

8 プレゼンテーション発表Ⅱ
テーマに沿ったプレゼンテーションを行います・2チームごとに対抗プレゼン・聴き手は評価シートにて全チームを評価

9 メンタルトレーニング
期末プレゼンテーション準備Ⅲ 本番で発揮するためのメンタルトレーニング・緊張緩和法を学びます。

10 プレゼンテーション準備Ⅲ 期末発表に向けて総まとめで準備練習を行う　【資料作成・プレゼン準備】【ディベート方式】

11 プレゼンテーション準備Ⅲ 期末発表に向けて総まとめで準備練習を行う　【資料作成・プレゼン準備】【ディベート方式】

12 プレゼンテーション準備Ⅲ 期末発表に向けて総まとめで準備練習を行う　【資料作成・プレゼン準備】【ディベート方式】

13 プレゼンテーション発表Ⅳ 期末プレゼンテーション発表・半年間で学んだことができているかをテスト方式で行います【ディベート方式・敗者】

14 プレゼンテーション発表Ⅳ 期末プレゼンテーション発表・半年間で学んだことができているかをテスト方式で行います【ディベート方式・敗者】

15 プレゼンテーション発表Ⅳ 期末プレゼンテーション発表・半年間で学んだことができているかをテスト方式で行います【ディベート方式・敗者】

コミュニケーション能力を向上し、プレッシャーやストレスへの耐性も強化する。 最終試験不合格者は課題提出による単位認定

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

実践を通じて効果的なプレゼンテーションスキルを習得し、社会人での 試験30%　課題0%　出席状況・授業態度70%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

日本の企業経営Ⅱ 倉原照幸 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 イントロダクション 授業のすすめ方、評価の仕方について説明し、授業終了時の到達目標などを提示する。
現行、起きている社会状況を企業経営の立場から考察する。

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は経営者として長く活動をしており、自身の経営者としての実績を踏まえ、中小企業経営の観点から講義を行う。

□ 授業科目の概要

本授業は、「日本の企業経営」の理論と実践を体系的に学ぶことによって、実社会に出た時に役立つ「実学」を重視した授業を展開いたします。

「初歩から学ぶ日本の企業経営」をテーマに、前期は、講義とディスカッションをベースに「日本の企業経営」の基礎的な知識習得を行います。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 日本の企業経営の歴史① 概説：幕末から明治前期の経済。

3 日本の企業経営の歴史② 経営者の誕生：明治から昭和の経営者。

4 日本の企業経営の歴史③  戦後の日本経営のありかた。高度経済成長期から現代の経営手法。

5 企業経営とは何か① 初めて学ぶ日本の経営概論。

6 企業経営とは何か② 社会と経営：企業経営と社会の結びつきを知る。

7 日本の企業システム① 日本の企業システムの特徴。

8 日本の企業システム② 日本の企業システムと海外の比較。

9 ベンチャー企業の経営① ベンチャー企業経営の特徴と課題。

10 ベンチャー企業の経営② ベンチャー企業の展望。

11 企業経営（事例考察）① EC事業会社をテーマにケーススタディ。2社程度予定。

12 企業経営（事例考察）② 注目するスタートアップ企業を考察する。2社程度

13 国際比較（米国編） 米国と日本の企業経営の特徴を比較検討。

14 国際比較（ヨーロッパ編） 特にドイツ、イギリス企業と日本企業の特徴を比較検討。

15 講義のまとめ 授業の重要ポイントに絞ったまとめ。

2、日本の企業システムと経営管理について理解出来ること。 ⑵期末テスト（30％）

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

1、日本の企業経営のこれまでの歴史の考察を出来ること。 ⑴課題レポートの提出（70％）



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ファイナンシャル概論Ⅱ 町田　萌 ○

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 はじめに
オリエンテーション ・授業概要・自己紹介、企業紹介・フリーディスカッション

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師はFPサテライト株式会社で約8年間(前身の個人事務所を含む)のFP実務および育成マネジメントしている

実績を踏まえ、FP実務者および育成者の観点から講義を行う。

□ 授業科目の概要

すべて対面による授業で行う。主体性を持って授業に取り組めるように、自身のライフプラン作成が最後の課題である。

また、人生を歩む過程内容で授業を行うことで、親近感を持って少し遠い未来まで考えてもらう。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2
【人生設計】自分のライフプランを
作成
人生をバックキャスティングしよう！

・ライフプラン、ライフデザイン、ライフイベントを知ろう
50歳の自分、どうなってる？職業、貯金、資産、生活、家族など。そこから逆算すると・・・　○歳で就職？○歳で
車買う？○歳で結婚？○歳で出産？○歳で住宅購入？

3 【キャリア】就職、どうする？ ・大企業で安定？中小企業でやりがい？フリーランスで技術を活かす？起業する？
・雇用されるメリット・デメリット、独立するメリット・デメリット

4 【日常生活費】独り暮らし、生活
費はどのくらいかかる？ ・基本生活費とは（生活費、家賃、等々）

5
【資産運用】お給料が入ってきたけ
ど、貯金にしておくのもな・・・資産
運用ってどうやるの？

・資産運用って何？資産運用の目的・株式、投資信託、FX、不動産・知っててやるのと、知らずにやるのは天と地
の違い！

6 【税金・社会保険】給料、年収、
手取り年収、なんで違うの？

・給料明細を見ると「支給額」「控除額」「支払額」って何？年収ってどれ？
・税金、社会保険のみ

7
【結婚・出産】結婚したいけど、お
金どれだけかかるの？
子どもとの出会い！おめでたいけど

・結婚する前、結婚式、結婚後・・・お金がいっぱいかかりそう。・出産っておめでたいし、うれしいけど、結構お金がか
かりますが、社会保障もあります(出産手当金)、育休(雇用保険)

8 【保険】将来に対する漠然とした不
安

・もし自分が大きな病気やケガをしたらどうしよう・・・
・公的保険(健康保険、遺族年金)、民間保険

9 【住宅・車】人生の大きなお買い物 ・そろそろ自動車（200～300万円）や住宅（3,000～6,000万円）を購入したいな
・ローンってどうやって組むの？住宅ローン減税ってどうやって手続きするの？・持ち家と賃貸の違い

10 【教育】人生3大出費と言われる
「教育費」

・皆さんの教育費ってどのくらいかかってるか分かります？
・保育園・幼稚園→小、中、高校→専門学校　トータル○○万円！

11 【セカンドキャリア】転職してキャリア
アップ、年収アップ！

・社会保険、国民年金、企業年金、企業型確定拠出年金どうなるの？
・独立も！？確定申告書の書き方も記載
・雇用保険(失業給付) (教育訓練)

12
【介護】両親の介護、どうする？
【相続】実家に財産？えっ、こんな
にあるの？

・訪問介護やデイサービス、ショートステイに老人ホーム・介護保険や月々の費用
・実家にはそんなに現金がないから自分には関係ない？資産は現金だけではありません・事前に想定し、準備して
おくことが大切

13 【マインドセット】お金ってなんです
か？お金の本質

・お金は目的を達成するための手段である。
・お金と豊かさの相関関係

14 【人生設計】もう一度ライフプランを
バックキャスティングしよう ・ここまで学んできた上で、改めて自分のライフプランシートを作成

15 最終課題提出 ライフプランを完璧に仕上げる

自身のライフプランを作成できるようにする。

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

マネーリテラシーの基礎知識を身に着けてうえで 試験0%　課題60%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

企業研究Ⅳ 齊藤尚仁 〇

基本授業 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 企業研究の復習 企業研究Ⅰ～Ⅲの復習を行い、業種や業界と職種の関係、労働基準法を講義し、これまでの企業研究の内容
を振り返る

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

授業では、企業や組織、業界のビジネスの流れを理解し、企業の役割と取り組みを学ぶ。さらに、社会保障制度や公的・私的

保険、医療・労働保険、介護保険、年金保険を中心に、働く上で必要な社会保険を理解する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 企業組織 分業と分業の階層化を説明し、企業の仕事の進め方が現れた組織図の種類を学ぶ

3 業界と企業との関係 業界と企業、企業内の関係という視点で日本経済の動きを理解する

4 企業グループ 財閥や銀行、ホールディングスをコアとした企業グループや飲食店チェ―ンの視点で日本経済の仕組みを理解する

5 社会保障制度概論 労働者の社会保障制度について

6 社会保障制度概論 公的保険と私的保険

7 社会保障制度概論 公的保険と私的保険

8 医療保険制度 医療保険制度の仕組み

9 医療保険制度 医療保険制度の仕組み

10 労働保険制度 労働保険制度の仕組み

11 介護保険制度 介護保険制度の仕組み

12 年金保険制度 年金保険制度の仕組み

13 年金保険制度 年金保険制度の仕組み

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

企業経営分野における実務に関する知識を習得している 試験80%　出席状況・授業態度20%



ビジネスインダストリ ビジネスシステム・エンジニアリングシステム・ＩＯＴ組込みシステム

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ITパスポートⅡ 日出間隆樹 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 企業活動と法務 経営組織論・業務分析・会計と財務、知的財産権・労働取引関連法規・標準化

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

某大学予備校事業部にて、プログラマ・ＳＥ(システムエンジニア)。専門学校+大学にて情報処理技術者試験(2種、シスアド、基本情報、ＩＴ

パスポート)講座、プログラミング・日本語文書処理・表計算・データベース実習、ＳＰＩ講座、毛筆・硬筆書写検定講座担当

□ 授業科目の概要

経済産業省　情報処理技術者試験(国家試験)ＩＴパスポート試験における学習指導

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2

3 システム開発とソフトウエア開発 開発モデル・見積もりと設計・テスト・システム移行と保守

4 プロジェクトマネージメント ＷＢＳ、ＰＥＲＴ、要員計画、リスク対策

5 サービスマネージメントと監査 ＩＴサービス・システム監査の概要

6 ハードウエア１ ５大装置(入力・出力・記憶・演算・制御)

7 ハードウエア２ 情報の表現(ビット・バイト)、数値表現・文字表現・画像表現・音声表現)、入出力インターフェース

8 ソフトウエア１ ＯＳ・プログラム言語と処理環境・アルゴリズムとデータ構造

9 ソフトウエア２ ファイルシステム・マルチメディア

10 コンピュータシステム コンピュータシステム・システムの信頼性と稼働率

11 データベース リレーショナルデータベース・正規化・排他制御・バックアップと障害対策

12 ネットワーク１ ＬＡＮ・ＷＡＮ・インターネット、接続形態、プロトコル、ＯＳＩ基本参照モデル、ルータ、ＴＣＰ／ＩＰ

13 ネットワーク２ ＭＡＣアドレスとＩＰアドレス・サブネットマスク・ポート番号、アプリケーション層のプロトコル群

14 ネットワーク３ 無線ＬＡＮ、通信サービス、情報セキュリティ対策、情報の暗号化・鍵方式、電子署名と認証局

15 期末試験 ペーパー試験による理解度の確認

16

□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

ＩＴパスポート試験合格相当の理解 試験75%　課題00%　出席状況・授業態度25%



①ビジネスアイデア（新商品または新サービス企画）を創出できる。

②アイデアを具体化し、内容を目に見える形態で他人に説明できる。

21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネスアイディア実践編 齊藤尚仁 〇

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション
ビジネスモデル、個人演習の説明

講師紹介、講義の進め方、新商品・新サービスの企画開発業務の紹介
アマゾンやユニクロ等のビジネスモデルと新商品・新サービスの関係を説明、個人演習の内容説明

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

新商品・新サービスの企画開発は組織発展に重要な役割を果たすものであり、働く人や起業を目指す人にも役立つ知識である。この講義では、経営戦略や

マーケティング理論を基に商品価値やコンセプトの立て方を学び、受講生がアイデアを創出し、ビジネスに繋がるようにコンセプトを設計する演習を行う。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 SWOT分析
個人演習：アイデアの創出

環境分析（SWOT分析）から、ビジネスチャンスとセールスポイントを発見する方法を講義する
個人演習：新商品・新サービス企画開発のアイデア探しの着目点を中心に講義し、実際アイデアを探す（次回までの宿題）

3 ドメイン
個人演習：アイデアの広げ方

ドメインを軸に、ターゲティングとポジショニングの重要性を講義する
個人演習：探したアイデアを広げる方法（切り口や個人ブレインストーミング等）を中心に講義し、自分のアイデアを広げる（次回までの宿題）

4 商品価値
個人演習：アイデアの絞り込み

商品価値を軸に、アイデアに収益性があるかを検討する方法を講義する（プロダクトコーンや「こと」価値）
個人演習：探したアイデアを絞り込む方法（KJ法等）を中心に講義し、自分のアイデアを絞り込む【作成したシートを中間評価】

5 【配信講義】デスクトップ調査
個人演習：アイデアのまとめ方

【配信講義】インターネットを使用して競合分析を行うデスクトップ調査を行う（次回までの宿題）
個人演習：これまでの演習で出されたアイデアを理論的にまとる（次回までの宿題）

6 競合分析
個人演習：アイデアの計画化

ファイブフォース等の競合分析を軸に、企画した新商品・新サービスに競争優位性があるか評価する方法を講義する
個人演習：絞り込んだアイデアをSWOT分析、ドメインにより整理する（次回までの宿題）

7 ３つの戦略
個人演習：アイデアの競合分析

企画した新商品・新サービスは、３つの戦略うちにどれが最適であるか評価する方法を講義する
個人演習：絞り込んだアイデアはどのようにすれば競争優位性が発揮できるか検討する【作成したシートを中間評価】

8 コンセプトとは
個人演習：アイデアのコンセプト化

企画した新商品・新サービスを、コンセプトとして目に見えるようにする方法を講義する
個人演習：絞り込んだアイデアをコンセプトにする（次回までの宿題）

9 マーケティング調査
個人調査：アイデアのマーケ調査

企画した新商品・新サービスが適切であるかを調査する方法（仮説設定、調査の設計等）を講義する
個人演習：作成したコンセプトが適切であるかどうか評価する方法を検討する【作成したシートを中間評価】

10 【配信講義】マーケティング分析
個人演習：コンセプト作り込み

【配信講義】マーケティング調査した結果の基本的な解析方法を講義する（インターネット使用）
個人演習：これまでの評価を軸に作成したコンセプトを見直し、ネット調査をもとにブラッシュアップを図る。

11 コンセプトの事業化（新規事業）
個人演習：アイデアの事業化評価

ビジネスモデルキャンパスを用いて、立案したコンセプトの事業性を評価する
個人演習：ビジネスモデルキャンパスを用いて作成したコンセプトの事業性を評価する

12 商品開発演習Ⅰ
市場調査、企画案の検討

商品設計（企画）のおける市場調査の手法を学び、調査結果を活用した企画の立て方を学ぶ
個人演習：ある商品について、競合の市場調査を行い、調査結果を活用した企画立案を行う

13 商品開発演習Ⅱ
商品コンセプト、具体策の検討

商品企画案を具現化するための商品コンセプトの作成と表現方法を学び、具体的な内容に展開する
個人演習：ある商品について、商品コンセプトを作成し、具体策に展開して表現する演習を行う

14 まとめ
個人演習：コンセプトの表現方法

過去の授業を振り返り、補足説明をする。後期考査模擬演習を行う。
個人演習：コンセプトの表現方法を中心に講義し、作成したコンセプトのレポート作成方法を検討する

15 後期考査 ①ケーススタディを用いた筆記試験
②レポート作成
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

試験60%　課題30%　出席状況・授業態度10%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（小売業の類型） 福田誠一 ○

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 流通システムの変革と小売業の新たな役割

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「小売業の類型」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 流通政策と商業政策

3 基本講義 流通政策と環境対策

4 基本講義 フランチャイズシステムの戦略的特性（１）

5 基本講義 フランチャイズシステムの戦略的特性（２）

6 基本講義 店舗形態別小売業の戦略的特性（１）

7 基本講義 店舗形態別小売業の戦略的特性（２）

8 基本講義 チェーンストアの戦略概論（１）

9 基本講義 チェーンストアの戦略概論（２）

10 基本講義 チェーンストアの戦略概論（３）

11 基本講義 商店街およびショッピングセンターの戦略的特性（１）

12 基本講義 商店街およびショッピングセンターの戦略的特性（２）

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（マーチャンダイジング） 福田誠一 ○

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 マーチャンダイジングの戦略的展開

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「マーチャンダイジング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 マーチャンダイジングサイクルの実践

3 基本講義 マーチャンダイジング戦略の概論（１）

4 基本講義 マーチャンダイジング戦略の概論（２）

5 基本講義 商品計画の策定と商品予算の実施（１）

6 基本講義 商品計画の策定と商品予算の実施（２）

7 基本講義 商品計画並びに販売管理の戦略的策定（１）

8 基本講義 商品計画並びに販売管理の戦略的策定（２）

9 基本講義 仕入計画と在庫管理の実務（１）

10 基本講義 仕入計画と在庫管理の実務（２）

11 基本講義 戦略的商品管理の実務（１）

12 基本講義 戦略的商品管理の実務（２）

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

起業論Ⅳ 齊藤尚仁 〇

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 起業知識の整理 外部環境分析

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

民間企業の経営企画部門での勤務後、経営コンサルタントとしての法務アドバイス等の行っている教員が職務経験を授業の中に交える

ことで、ビジネスの現場で活用する実践的なノウハウを享受する。

□ 授業科目の概要

この授業では、これまでに習得した「起業」に関わる戦略論、マーケティング論、「不」の解消によるニーズ分析および経営計画の立案等の知識	

を振り返り整理する。また、個人事業主と法人化の比較やフランチャイズシステムなど、今後の起業に必要な情報を習得する。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 起業知識の整理 PEST分析による外部環境の読み方

3 起業知識の整理 強みの再確認と企業での活用

4 起業知識の整理 ドメイン（ターゲットの設定、ニーズの明確化）

5 起業知識の整理 ドメイン（差別的優位性）

6 起業知識の整理 マーケティング戦略

7 起業知識の整理 財務戦略

8 起業方法 個人事業主とフリーランス

9 起業方法 法人化のメリット・デメリット

10 起業方法 税金と社会保険の知識整理

11 フランチャイズ フランチャイズへの取り組み

12 フランチャイズ フランチャイズのメリット・デメリット

13 違法ビジネスの回避 ポンジスキームとマルチ商法、ネズミ講

14 まとめ（演習） 過去の授業を振り返り、補足説明をする
後期考査模擬演習を行う

15 後期考査
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

起業までに必要な知識を習得している 試験80%　出席状況・授業態度20%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 2年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

ビジネス企画Ⅱ 市丸聡子

基本選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 オリエンテーション 講師自己紹介、授業概要説明

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

担当講師は、経営コンサルタンティング会社に10年勤務し、新規事業開発、企業向けマナー/営業研修、集客支援等の実績を踏まえ、

論理的な企画書作成、およびプレゼンテーションスキルを講義する

□ 授業科目の概要

ビジネス企画書の作成を通じ、購買心理への理解、データ分析力、事例（他社）情報収集、収益性、マーケティングへの理解を

深める。最終的に、論理的な企画書にまとめ、プレゼンテーションすることで、アウトプット力を高める。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 購買心理 顧客はどのような心理で商品・サービスを購入するか→課題解決と新規性、独創性

3 データの読み取り 多数の飲食業界データを読み解きながら、「自分が飲食店を作るとしたら、どんな飲食店？」→ターゲット選定

4 企画テーマ検討 テーマ考察、情報収集

5 企画テーマ決定 テーマについて、講師へ説明。（妥当性を講師が判断）

6 準備・計画の作成 現状分析、課題把握、業界データ等、必要な基礎データの洗い出し、スケジュール作成

7 フィールドワーク、データ分析 主にパソコンを使用したデータ、事例、競合分析

8 フィールドワーク、データ分析 主にパソコンを使用したデータ、事例、競合分析

9 マーケティング講義 リアル・ネットでの販売促進や広告宣伝の手法、実際の金額など、事例講義

10 プレゼンテーション講義 企画書の構成、パワーポイントの効果的作成方法、「他者に聞かせる」プレゼンテーションとは

11 企画書作成 企画書作成作業、プレゼン練習

12 企画書作成 企画書作成作業、プレゼン練習

13 企画発表（中間） 企画書の提出と、プレゼンテーション

14 企画書修正 企画書修正

15 定期考査 企画書の提出と、プレゼンテーション

効果的なプレゼンテーションを実施する。
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

論理的な企画書を作成する。 課題60%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（ストアオペレーション） 福田誠一 ○

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 ストアオペレーションの戦略的展開

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの企業内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「ストアオペレーション」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 店舗運営サイクルの戦略的展開（１）

3 基本講義 店舗運営サイクルの戦略的展開（２）

4 基本講義 スペースマネジメントの戦略的展開

5 基本講義 発注の戦略的展開（１）

6 基本講義 発注の戦略的展開（２）

7 基本講義 発注の戦略的展開（３）

8 基本講義 ＬＳＰの戦略的展開（１）

9 基本講義 ＬＳＰの戦略的展開（２）

10 基本講義 ローコストオペレーションの戦略的展開（１）

11 基本講義 ローコストオペレーションの戦略的展開（２）

12 基本講義 人的販売と販売員指導の実際

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%



21世紀アカデメイア　東京ビジネス・アカデミー

2026年度 後期 経営学科 1年 ビジネスマネジメント専攻
授業コード 授業科目名 担当講師名 実務経験

販売士1級（マーケティング） 福田誠一 ○

自由選択 講義・演習 1 2×15 週１コマ＝2時限×15週
週２コマ＝4時限×15週

授業の種類 単位数 時限×回数 備考授業の方法　〔講義・演習／実験・実習・実技〕

1 基本講義 小売業のマイクロマーケティング戦略の実践（１）

2025年度生まで：【単位数】　「講義・演習」「実験・実習・実技」とも1コマの授業で1単位

□ 実務経験のある教員による授業であることを示す記述　（上記講師名欄の右に「〇」）

研修事業を実施する会社に25年間勤務し、階層別や職能別研修、資格取得などの社内研修を多数実施してきた経験を踏まえ、

単なる資格取得講座ではなく、「企業が欲する人材を育成する」という観点から講義を実施する。

□ 授業科目の概要

対面形式で授業を行う。日本商工会議所が実施する「流通業界に関する公的資格」である、リテールマーケティング（販売士）2級検定試験において

「マーチャンダイジング」科目で合格できるスキルの修得を目的とする。

□ 授業の計画

週 項目 授業内容

2 基本講義 小売業のマイクロマーケティング戦略の実践（２）

3 基本講義 小売業のマーケティングの種類と特徴

4 基本講義 ライフスタイルの変化とマーケティング戦略

5 基本講義 顧客戦略の実際（１）

6 基本講義 顧客戦略の実際（２）

7 基本講義 マーケティングリサーチの実際

8 基本講義 出店戦略と商圏分析の実際（１）

9 基本講義 出店戦略と商圏分析の実際（２）

10 基本講義 販売促進とプライシングの戦略的展開（１）

11 基本講義 販売促進とプライシングの戦略的展開（２）

12 基本講義 流通マーケティング戦略の実践

13 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

14 答案錬成問題 客観式問題対策（模擬試験解答解説）

15 答案錬成問題 客観式問題対策（出題予想模擬試験の実施）
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□ 到達目標 □ 成績評価の方法・基準

販売士1級検定試験に合格する 試験30%　課題20%　出席状況・授業態度40%




	教養Ⅰ
	ビジネスコミュニケーションⅠ 
	企業研究Ⅰ
	簿記会計Ⅰ
	簿記演習Ⅰ
	小売業の類型Ⅰ
	マーチャンダイジングⅠ
	ストアオペレーションⅠ
	企業経営理論
	マーケティングⅠ
	販売経営管理Ⅰ
	起業論Ⅰ
	ファイナンシャル概論Ⅰ
	教養Ⅱ
	ビジネスコミュニケーションⅡ
	コンピュータ演習Ⅰ
	商業簿記Ⅰ
	財務会計Ⅰ
	工業簿記Ⅰ
	WebデザインⅠ
	ＩＴパスポートⅠ
	ベンチャービジネス実践論Ⅰ
	経営情報システムⅠ
	企業研究Ⅱ
	ビジネス実務法務Ⅰ
	運営管理Ⅰ
	販売士1級①
	販売士1級③
	起業論Ⅱ
	販売士2級①
	FPベーシックⅠ
	貿易実務Ⅰ
	販売士1級②
	販売士1級④
	教養Ⅲ
	ビジネスコミュニケーションⅢ
	MOS演習Ⅰ
	簿記2級演習Ⅰ
	簿記3級演習Ⅰ
	ビジネス実務法務Ⅱ
	ビジネス企画Ⅰ
	ビジネス経済・時事
	経済学・経済政策
	経営法務
	企業研究Ⅲ
	地方創生論
	中小企業経営・中小企業政策
	起業論Ⅲ
	日本の企業経営Ⅰ
	商業簿記Ⅱ
	FPベーシックⅡ
	HTMLⅠ
	貿易実務Ⅱ
	ＡＩリテラシーⅠ
	ビジネスコミュニケーションⅢ（留）
	教養Ⅳ
	ビジネスコミュニケーションⅣ
	MOS演習Ⅱ
	簿記2級演習Ⅱ
	簿記3級演習Ⅱ
	簿記1級・財務諸表論
	ビジネスケーススタディ
	ビジネスプラン
	ビジネスプレゼンテーションⅠ
	日本の企業経営Ⅱ
	ファイナンシャル概論Ⅱ
	企業研究Ⅳ
	ＩＴパスポートⅡ
	ビジネスアイディア実践編
	販売士1級① (2)
	販売士1級② (2)
	起業論Ⅳ
	ビジネス企画Ⅱ
	販売士1級③ (2)
	販売士1級④ (2)

